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は
じ
め
に

一
ア
ト
リ
エ
の
イ
メ
ー
ジ

-

I

一
写
真
に
見
る
ア
ト
リ
エ
の
変
遷

一
ー
ニ
訪
問
者
の
証
言
か
ら

ニ
モ
ン
ド
リ
ア
ン
の
芸
術
論

ニ
ー
一
絵
画
か
ら
「
建
築
」
へ

ニ
ー
ニ
芸
術
と
生
活

三
国
際
都
市
と
し
て
の
パ
リ

三
ー
一
国
際
的
な
場
に
お
け
る
芸
術

三
ー
ニ
論
考
に
見
る
「
パ
リ
」
の
イ
メ
ー
ジ

四
エ
チ
ュ
ー
ド
と
し
て
の
ア
ト
リ
エ

お
わ
り
に

ピ
ー
ト
・

ヽ

）
 

。`ヽJ
 ー

デ
パ
ー
ル
街

26
番
地

モ
ン
ド
リ
ア
ン
の
ア
ト
リ
エ

ロ
ッ
ト
カ
ン
プ
に
よ
る
再
構
成
を
皮
切
り
に
、

一
九
七
八
年
、
ナ
ン
シ
ー
・
ジ

至
る
ま
で
、
各
所
の
環
境
に
合
わ
せ
て
継
続
さ
れ
る
。

始
め
た
。
こ
の
試
み
は
、

ロ
ン
ド
ン
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
居
を
移
し
た
晩
年
に

ピ
ー
ト
・
モ
ン
ド
リ
ア
ン

(Piet
M
o
n
d
r
i
a
a
n
,
 
1872 ,
 
1944)
は
、
オ
ラ
ン
ダ
各
地
、

ヽ

）
 

0
¥
 
l

l

 

ロ
ン
ド
ン
、
そ
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ヘ
と
住
ま
い
を
移
し
つ
つ
、
自
ら

の
提
唱
す
る
新
造
形
主
義
理
論
に
基
づ
く
、
新
し
い
芸
術
と
し
て
の
絵
画
を
生

み
出
し
た
。
第
一
次
大
戦
後
、
パ
リ
ヘ
と
移
り
住
ん
だ
モ
ン
ド
リ
ア
ン
は
、
ほ

ど
な
く
し
て
、
新
造
形
主
義
的
空
間
を
目
指
し
、

先
行
研
究
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、

ア
ト
リ
エ
内
装
に
手
を
加
え

モ
ン
ド
リ
ア
ン
が
過
ご
し
た
ア
ト

リ
エ
の
う
ち
主
に
二
つ
、
パ
リ
・
デ
パ
ー
ル
街
26
番
地
の
ア
ト
リ
エ

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
東
59
番
街
15
番
の
ア
ト
リ
エ
（
圏
2
)
で
あ
る
。
第
二
次
世

界
大
戦
中
に
全
壊
し
た
デ
パ
ー
ル
街
の
ア
ト
リ
エ
に
関
し
て
は
、

（図
l
)
と、

カ
ー
ル
・
ブ

は
じ
め
に

畑

井

恵
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よ、
9.,＇ 

地
の
ア
ト
リ
エ
に
関
し
て
は
、

モ
ン
ド
リ
ア
ン
の
死
後
、

ラ
ン
ツ
・
ポ
ス
ト
マ
ら
に
よ
り
、
ア
ト
リ
エ
の
マ
ケ
ッ
ト
が
制

(
l
)
 

作
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
研
究
を
も
と
に
、
ア
メ
ル
ス
フ
ォ
ー
ル

ス
テ
イ
ル
」
展
に
お
い
て
も
、
展
示
室
内
に
ア
ト
リ
エ
の
一
部

(
2
)
 

が
実
物
大
で
復
元
さ
れ
た
。

ー
・
ホ
ル
ツ
マ
ン

(
H
a
r
r
y
H
o
l
t
z
m
a
n
,
 1
9
1
2
 ,
 
1
9
8
7
)

ら
に
よ
り
、

各
部
屋
の
様
子
が
写
真
に
残
さ
れ
て
い
る
。
ホ
ル
ツ
マ
ン
は
モ
ン
ド
リ
ア
ン
の

ア
ト
リ
エ
を
彼
の
絵
画
作
品
の
延
長
と
し
て
重
要
視
し
、
モ
ン
ド
リ
ア
ン
の
死

後
一
ヶ
月
に
渡
り
ア
ト
リ
エ
を
一
般
公
開
し
た
。
ま
た
、

W
a
l
l
 W
o
r
k
s』
展
で
は
、

ル
が
、

ン
ド
リ
ア
ン
の
制
作
活
動
を
考
察
す
る
う
え
で
、

(
7
)
 

く
指
摘
さ
れ
て
き
た
。

ョ
ス
リ
ン
・
ト
ロ
イ
が
平
面
図
を
示
し
、

一
九
九
三
年
、
東
京
の

ア
ト
リ
エ
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
家
具
や
彩
色
パ
ネ

(5a) 

モ
ン
ド
リ
ア
ン
の
作
品
と
し
て
展
示
さ
れ
た
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ト
コ
ロ
で
の
展
覧
会
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
モ
ン
ド
リ
ア
ン
」
で

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ア
ト
リ
エ
内
装
を
再
現
す
る
形
で
作
品
展
示
が
試
み
ら

(
6
)
 

れ
て
い
る
。
主
要
な
モ
ノ
グ
ラ
フ
で
も
、
パ
リ
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
お
け
る
モ

ア
ト
リ
エ
と
の
関
わ
り
は
多

ル
ツ
マ
ン
が
中
心
と
な
っ
て
開
催
し
た
『
ピ
ー
ト
・
モ
ン
ド
リ
ア
ン
—

T
h
e

一
九
八
四
年
に
ホ

Jヽ

リ

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
東

59
丁
目

15
番

近
代
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
大
回
顧
「
モ
ン
ド
リ
ア
ン
／
デ

ル
ジ
ュ
・
ポ
ン
ピ
ド
ゥ
ー
国
立
美
術
文
化
セ
ン
タ
ー
内
、
国
立

エ
が
復
冗
さ
れ
、
二

0
1
0年
ー
ニ

0
―
一
年
、
パ
リ
、
ジ
ョ

ト
、
モ
ン
ド
リ
ア
ン
ハ
ウ
ス
美
術
館
内
に
は
実
物
大
の
ア
ト
リ

一
九
九
五
年
に
は
フ

こ
の
よ
う
に
、
特
に
パ
リ
時
代
以
降
の
モ
ン
ド
リ
ア
ン
研
究
に
お
い
て
、
特

形
的
な
側
面
に
注
目
し
た
色
面
配
置
の
再
構
成
が
主
と
な
り
、

ア
ト
リ
エ
の
位

置
付
け
や
機
能
的
側
面
に
つ
い
て
は
、
画
家
の
自
己
像
の
表
象
と
い
う
文
脈
に

お
い
て
語
ら
れ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
モ
ン
ド
リ
ア
ン
の
ア
ト

リ
エ
を
、
彼
の
私
的
な
生
活
や
研
究
が
営
ま
れ
、
か
つ
社
会
と
の
接
点
を
生
む

公
的
な
場
と
し
て
も
機
能
し
た
、
綜
合
的
な
空
間
と
捉
え
考
察
を
進
め
た
い
。

そ
の
う
え
で
、
内
装
の
変
遷
、

場
を
再
検
討
す
る
。

図1. 1926年4月頃、ポール・デルボ撮影、ハー

グ、オランダ国立美術資料室 (Rijksbureau

voor Kunsthistorische Documentatie、以下

RKDと表記）

モ
ン
ド
リ
ア
ン
の
交
友
関
係
や
社
会
的
意
識
、

作
品
制
作
や
論
考
と
の
連
関
を
踏
ま
え
、

モ
ン
ド
リ
ア
ン
の
ア
ト
リ
エ
と
い
う

殊
な
内
装
を
施
し
た
ア
ト
リ
エ
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
つ
つ
あ
る
も
の
の
、
造

図2. ニューヨーク、東59丁目15番地、

モンドリアンのアトリエ

(1944年、ハリー・ホルツマン撮影）
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明
で
あ
る
。

紙
夕
刊
に
掲
載
さ
れ
た
会
見
記
「

I
。
ヒ
ー
ト
・
モ
ン
ド
リ
ア
ン
訪
問
記
」
は

新
造
形
主
義
絵
画
の
紹
介
に
終
始
し
て
お
り
、

(10
)
 

な
い
。
当
時
の
ア
ト
リ
エ
内
装
に
つ
い
て
、

1
8
8
3
'
1
9
3
1
)
~
{

処
て
た
事
自
細
四
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

~
 

I
 

ア
ト
リ
エ
ヘ
の
言
及
は
見
ら
れ

一
九
一
九
年
十
二
月
四
日
、

モ
ン

ド
リ
ア
ン
か
ら
テ
オ
・
フ
ァ
ン
・
ド
ゥ
ー
ス
ブ
ル
フ

(
T
h
e
o
v
a
n
 D
o
e
s
b
u
r
g
,
 

壁
に
直
接
は
で
き
な
い
の
で
、
色
を
塗
っ
た
ボ
ー
ル
紙
を
使
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
し
か
し
い
ず
れ
に
せ
よ
、
私
は
今
、
こ
の
よ
う
に
新
造
形
主

義
を
内
装
の
中
に
実
現
さ
せ
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
確
信
し
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
家
具
も
同
様
に
色
を
塗
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
努
力
す
る

価
値
は
あ
る
。
私
の
作
品
に
良
い
影
響
を
与
え
る
か
ら
だ
。

一
九
二

0
年
七
月
九
日
付
、
『
ヘ
ッ
ト
・
フ
ァ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
』

ニ
四
年
頃
の
写

不
鮮
明
で
、

真
（
図

4
)

同
様
に
、

ア は
一
九

工
全
体
の
様
子(M

は
分
か
ら
な
い
。

図4.

る
が
、

ア
ト
リ

1924年、撮影者不明、

Archie£Cesar Domela, 

inv. Nr. 299, Foto van 

Piet Mondrian, RKD 

子
が
う
か
が
え

さ
れ
て
い
る
様

壁
に
色
面
が
配

ら
は
、
背
後
の

真
（
図

3
)
か

図3. 1923年5月頃、
撮影者不明、

「デ・ステイル」

1924年6,no.6/7 

に掲載

認
し
て
い
き
た
い
。

一
九
二
四
年
『
デ
・
ス
テ
イ
ル
』
誌
に
掲
載
さ
れ
た
写

で
の
約
十
五
年
間
、
こ
の
ア
ト
リ
エ
に
暮
ら
し
た
。

再
び
デ
パ
ー
ル
街
の
ア
パ
ー
ト
ヘ
戻
っ
た
モ
ン
ド
リ
ア
ン
は
、

一
九
一
九
年
夏
、
パ
リ
に
戻
っ
た
モ
ン
ド
リ
ア
ン
は
、

に
渡
っ
て
お
り
、 写

真
に
見
る
ア
ト
リ
エ
の
変
遷

ア
ト
リ
エ
の
イ
メ
ー
ジ

一
九
三
六
年
ま

デ
パ
ー
ル
街
2
6
番
地

の
ア
ト
リ
エ
ヘ
と
向
か
っ
た
。
し
か
し
、
か
つ
て
の
ア
ト
リ
エ
は
既
に
人
の
手

(
9
)
 

ク
ル
ミ
エ
街
に
向
か
う
こ
と
と
な
る
。

一
九
ニ
―
年
十
二
月
、

モ
ン
ド
リ
ア
ン
が
ア
ト
リ
エ
の
内
装
に
手
を
加
え
始
め
た
正
確
な
時
期
は
不

「
新
造
形
主
義
を
内
装
の
中
に
実
現
さ
せ
る
」
試
み
は
、

ン
ド
リ
ア
ン
を
訪
ね
て
」
に
は
、

代
に
、 以
降
の
ア
ト
リ
エ
内
装
の
変
遷
に
つ
い
て
、

ト
リ
エ
に
移
っ
て
以
降
、
本
格
化
し
た
。

一
九
二

0
年
代
か
ら
三

0
年

デ
パ
ー
ル
街
の
ア

一
九
二
二
年
三
月
二
三
日
付
『
ニ
ュ

ー
ウ
ェ
・
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
セ
・
ク
ラ
ン
ト
』
紙
掲
載
の
会
見
記
「
ピ
ー
ト
・
モ

ア
ト
リ
エ
壁
面
に
彩
色
し
た
カ
ル
ト
ン
を
配

(12) 

置
し
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
記
者
は
そ
の
様
子
を
、
モ
ン
ド
リ
ア
ン

の
芸
術
に
適
応
す
る
ス
タ
イ
ル
で
は
あ
る
が
、
素
材
の
安
価
さ
か
ら
、
あ
く
ま

で
一
時
的
な
も
の
と
見
倣
し
て
い
る
。

モ
ン
ド
リ
ア
ン
の
ア
ト
リ
エ
で
撮
影
さ
れ
た
写
真
を
、
年
代
順
に
確
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図8. 1926年、アンドレ・ケルテス撮影、左から時

計回りにミシェル・スーフォール、ユオザス・

ティスリアヴァ、ルイス・サールボーン、モ

ンドリアン、パリ、建築・文化財メデイアテ

ーク内、アンドレ・ケルテス財団 (Fondation

Andre Kertesz、以下FAKと表記）

図9. 1926年、アンドレ・ケルテス撮影、左から

モンドリアン、エンリコ・プランポリーニ、

ミシェル・スーフォール、 FAK

図10. 1926年、アンドレ・ケルテス撮影、左か

らゲルトルート・シュテムラー、ヴィリ・

バウマイスター、ヘルプルガー、モンド

リアン、ミシェル・スーフォール、マル

グレット・バウマイスター、 FAK

図5. 1926年4月頃、ポール・デルボ撮影、 RKD

図6. 1926年4月頃、ポール・デルボ撮影、 RKD

図7. 1926年、アンドレ・ケルテス撮影、 RKD
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ン
が
社
会
や
環
境
の
概
念
を
ま

七
年
一
月
号
に
、

は
、
雑
誌
『
ilO』
モ
ン
ド
リ
ア

変
化
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
写
真

壁
面
の
彩
色
パ
ネ
ル
配
置
に
も

机
や
椅
子
の
配
置
だ
け
で
な
く
、

デ
ル
ボ
の
撮
影
よ
り
数
力
月
後
、

窓
側
の
空
間
を
写
し
て
い
る
。

図
7
)

は、

デ
ル
ボ
と
同
様
、

グ
が
整
然
と
配
置
さ
れ
て
い
る
。

誌
『
ダ
ス
・
ヴ
ェ
ル
ク
』

一
九
二
六
年
九
月
十
二
日
付
の

る
（
図
l
、
5
、
6
)
。

も
に
掲
載
さ
れ
、
窓
側
の
空
間
を
写
し
た
写
真
（
図
l
)
は
ス
イ
ス
の
建
築
雑

(15) 

一
九
二
六
年
七
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
。
デ
パ
ー
ル
通

り
に
つ
な
が
る
窓
側
の
空
間
に
は
、
色
の
塗
ら
れ
た
カ
ル
ト
ン
や
棚
、
箱
、
ラ

同
年
、
パ
リ
在
住
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
写
真
家
ア
ン
ド
レ
・
ケ
ル
テ
ス

(
A
n
d
r
e

K
e
r
t
e
s
z
 ̀

 
1
8
9
4
 ,
 19
8
5
)

が
モ
ン
ド
リ
ア
ン
の
ア
ト
リ
エ
を
訪
ね
、
数
枚
の
写
真

を
撮
影
し
た
。
そ
の
中
の
一
枚

の
一
九
二

と
め
た
論
考
「
家
I

街
路
ー
都

図11. 1927年、撮影者不明、モンドリアンとハ

ンナ・ヘッヒ、ベルリーニッシェ・ギャ

ラリー

『
デ
・
テ
レ
フ
ラ
ー
フ
』
紙
に
、
会
見
記
と
と

ア
ト
リ
エ
空
間
の
ほ
ぽ
全
体
が
確
認
で
き
る
最
も
早
い
時
期
の
写
真
は
、

ト
リ
エ
の
ど
の
部
分
を
写
し
た
の
か
を
特
定
す
る
こ
と
も
難
し
い
。

フ

ラ
ン
ス
人
写
真
家
ポ
ー
ル
・
デ
ル
ボ
が
一
九
二
六
年
に
撮
影
し
た
も
の
で
あ

ア
ト
リ
エ
ヘ
の
入
り
口
側
を
写
し
た
写
真
（
図
5
)
は、

図12. 1928年頃、撮影者不明、『ダス・クン

ストプラット」 1930年14-3号に掲載

る。 の
上
に
小
さ
な
色
面
を
取
り
付
け
、
新
た
な
分
割
を
試
み
て
い
る
こ
と
が
分
か

一
九
二
九
年
に
撮
影
さ
れ
た
写
真
（
図
13
、
14)
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

い
る
。
凹
凸
の
様
子
か
ら
、

一
九
二
六
年
に
壁
を
大
き
く
区
切
っ
て
い
た
色
面

が
、
壁
に
施
さ
れ
た
色
面
や
分
割
の
線
は
確
認
で
き
る
。

市
」
の
挿
図
と
し
て
使
用
さ
れ
た
。
ケ
ル
テ
ス
は
他
に
も
、

モ
ン
ド
リ
ア
ン
が

ミ
シ
ェ
ル
・
ス
ー
フ
ォ
ー
ル

(
M
i
c
h
e
l
S
e
u
p
h
o
r
,
 1
9
0
1
 ,
 
1
9
9
9
)

や
エ
ン
リ
コ
・

プ
ラ
ン
ポ
リ
ー
ニ

(
E
n
r
i
c
o
P
r
a
m
p
o
l
i
n
i
,
 1
8
9
4
'
1
9
5
6
)

と
と
も
に
机
を
囲
む
姿
（
図

8
)
、
友
人
ら
と
ア
ト
リ
エ
に
集
う
姿
を
写
真
に
残
し
て
い
る
（
図
9
、
10)
。

一
九
二
七
年
撮
影
の
写
真
（
図
11)

に
は
、

九
二
六
年
（
図
l
)

に
比
べ
、

モ
ン
ド
リ
ア
ン
と
ハ
ン
ナ
・
ヘ

ッ
ヒ

(
(
H
a
n
n
a
h
H
o
c
h
.
 1
8
8
9
 ,
 19
7
8
)

の
広
女
が
あ
る
。
全
体
に
不
鮮
明
で
は
あ
る

一
九
二
八
年
頃
に
撮
影
さ
れ
た
写
真
（
図
13)
を
見
る
と
、
背
面
の
壁
は
一

よ
り
小
さ
な
色
面
を
多
数
用
い
て
分
割
さ
れ
て
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図15. 1929年8月、アンリ・グラーナー撮影、（裏
焼き写真のため反転）、前列右からマルティ

ーニ夫人、ルーシー・グラーナー、モンド

リアン、ヴェラ・イデルソン、アレクサンダ

一・エクスター、インゲボルグ・ビャルナ

ソン、後列右からミシェル・スーフォール、

ランセロット・ネイ、アルトウロ・マルティ

ーニ、フリッツ・グラーナー、ヘンリク・ス

タジェフスキ、パリ、ポンピドゥーセンタ

ー内、ビプリオテック・カンデインスキー

(Bibliotheque Kandinsky, 以下BKと表記）

図16. 1930年、撮影者不明、ロンダ・ローラン

ド・シアラーコレクション、ニューヨーク、

美術科学研究所 (ArtScience Research 

Laboratory) 

図13. 1929年11月、

撮影、 RKD

 
シャルル・カルステン

図14. 1929年、シャルル・カルステン撮影、

RKD 

真
（
岡
1
7
、

18)

で
は
、
色
面
の
大
き

一
九
三

0
年
頃
に
撮
影
さ
れ
た
写

れ
て
い
る
。

リ
エ
の
設
備
全
体
の
配
置
に
気
が
配
ら

や
や
右
に
移
動
し
て
い
る
な
ど
、

ア
ト

箇
所
も
あ
れ
ば
、
小
さ
な
鏡
の
位
置
が

た
色
面
の
配
置
だ
け
を
少
し
ず
ら
し
た

や
は
り
変
化
が
見
ら
れ
る
。
新
た
に
色

と
比
較
す
る
と
、
奥
の
壁
面
の
様
子
に

図

1
6
)
を
、

一
九
二
六
年
（
図
6

一
九
三

0
年
に
撮
影
さ
れ
た
写
真

き
さ
や
配
置
が
変
え
ら
れ
て
い
る
。

扉
付
近
の
壁
に
つ
い
て
も
、
色
面
の
大

ソ
フ
ァ
の
後
ろ
に
あ
る
壁
、
あ
る
い
は

取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

な
く
な
り
、
代
わ
り
に
矩
形
の
色
面
が

に
は
扉
の
上
部
の
壁
に
あ
っ
た
作
品
が

と
が
で
き
る
。

一
九
二
六
年
（
図
6

で
も
、
壁
の
様
子
を
一
部
確
認
す
る
こ

面
を
施
し
た
と
こ
ろ
、
も
と
も
と
あ
っ

っ
た
芸
術
家
ら
を
写
し
た
写
真
（
図
15

一
九
二
九
年
八
月
、
ア
ト
リ
エ
に
集
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取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

図19. 1930年夏、フロレンス・アンリ撮影、左
から不詳、ジョルジュ・ファントンヘル

ロー、不詳（二人）、ミシェル・スーフォ

ール、モンドリアン、 BK

る
が
、
扉
の
上
部
に
横
長
の
色
面
が
新
た
に

15)
と
比
較
す
る
と
、
小
さ
な
変
化
で
は
あ

一
九
三

同
じ
入
口
側
を
写
し
た
一
九
二
九
年
（
図

友
人
ら
を
写
し
た
も
の
が
あ
る
（
図
19
、
20/0

1
8
8
6
 ,
 
1
9
6
5
)

土
入
宰
女

4
5
いJ
‘

ア
ト
リ
エ
に
集
う

ン
ト
ン
ヘ
ル
ロ
ー

(
G
e
o
r
g
e
s
V
a
n
 to
n
g
e
r
l
o
o
 ̀

 

0
年
夏
に
撮
影
さ
れ
た
写
真
の
中
に
、

配
置
に
違
い
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、

と
大
き
く
変
わ
ら
な
い
が
、

フ
ァ

や
は
り
色
面
の

さ
や
分
割
の
印
象
は
一
九
二
九
年
（
図
13

図20. 1930年夏、ミシェル・スーフォール撮影、

左からフロレンス・アンリ、ジョルジュ・

ファントンヘルロー、ティネ・ファント

ンヘルロー、不詳（二人）、モンドリアン、

BK 

図21. 1931年、アルベルト・ファン・デン・プ

リール撮影、 RKD

図17.

図18.

1930年頃、撮影者不明、『セルクル・エ・

カレj1930年7月号に掲載

1930年頃、ミシェル・スーフォール

撮影、 RKD
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図23. 1931年8月、シャル

ル・カルステン撮影、

Karsten Archives, 口

ッテルダム、オランダ

建築博物館 (Nederlands

Architectuurinstituut) 

図22. 1931年8月、シャル

ル・カルステン撮影、

Karsten Archives. ロ

ッテルダム、オランダ

建築博物館 (Nederlands

Architectu urinstituut) 

図24. 1933年10月頃、シャルル・カルステン撮影

1934年、ユージーン・ラ

ックス撮影、 RKD

図25. 1934年、ユージーン・

ラックス撮影、Archive

Joop M. Joosten. RKD 

が
目
立
っ
て
い
る
。

ユ
ー
ジ
ー
ン
・
ラ

ッ
ク
ス

(
E
u
g
e
n
e
L
u
x
,
 

一
九
三
三
年
十
月
頃
に
撮
影
さ
れ
た
写
真
（
図
24
)
で
は
、
奥
の
壁
面
の
色

面
が
少
な
く
、
無
彩
色
の
パ
ネ
ル
に
よ
る
区
切
り
、
あ
る
い
は
線
的
な
分
割

一
九
三
四
年
、

な
い
こ
と
が
分
か
る
。

23)
か
ら
、
奥
の
壁
に
関
し
て
は
、
入
口
側
ほ
ど
小
さ
な
色
面
は
使
わ
れ
て
い

い
る
こ
と
が
分
か
る
。

一
九
三
一
年
八
月
に
撮
ら
れ
た
二
枚
の
写
真
（
図
2
2
、

一
九
三
一
年
に
入
口
扉
付
近
の
空
間
を
写
し
た
写
真
（
図
21)
か
ら
は
、
色

面
に
よ
る
壁
の
分
割
が
よ
り
細
分
化
さ
れ
、
小
さ
な
色
面
が
各
所
に
現
れ
て

パ
リ
の
ラ
ス
パ
イ
ユ
大
通
り
（
図
29)
、

1
9
0
0
'
1
9
8
5
)

に
よ
h
ソ
埠
裳
即
さ
れ
た
ア
ト
リ
エ
写
真
（
図
25
、
26)

（図
24)
に
見
ら
れ
た
二
枚
の
色
面
を
残
し
つ
つ
、
そ
の
位
置
は
微
細
な
変
化

を
見
せ
る
。

一
九
三
四
年
七
月
、

ロ
ン
ド
ン
の
パ
ー
ク
ヒ
ル
・
ロ
ー

Gallatin, 
1
8
8
1
 ,
 19
5
2
)

が
撮
影
し
た
写
真
（
図
2
7
、

28)
で
は
、

で
は
、
前
年

ア
ル
ベ
ー
ル
・
ガ
ラ
タ
ン

(
A
l
b
e
r
t
E
u
g
e
n
e
 

モ
ン
ド
リ
ア
ン

自
身
と
絵
画
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
、
背
後
の
壁
の
様
子
は
部
分
的
に
写
る
の
み

で
あ
る
が
、
上
記
の
二
枚
の
色
面
の
一
部
と
思
わ
れ
る
箇
所
、
パ
ネ
ル
の
区
切

-16) 

り
は
確
認
で
き
る
。

78 



図28.

図29.

図27. 1934年、アルベール＝ウ
ジェーヌ・ガラタン撮影、

Fonds photographique A. 

E. Gallatin, BK 

1936年8月、撮影者不明、左からモンドリアン、

カール・モンドリアーン夫要、 RKD

え
な
ど
は
継
続
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

ド
60
番
地
に
ア
ト
リ
エ
を
設
け
た
際
に
も
、

か
ら
も
同
様
で
あ
る
。

モ
ン
ド
リ
ア
ン
は
室
内
を
白
く
塗

ロ
ン
ド
ン
以
降
の
ア
ト
リ
エ
に
関
し
て
、
写
真
資
料
か

ら
変
化
を
追
う
こ
と
は
難
し
い
が
、
友
人
ら
の
証
言
か
ら
、
パ
ネ
ル
の
配
置
換

先
行
研
究
に
お
い
て
は
、

ア
ト
リ
エ
内
装
の
変
遷
は
、
絵
画
に
お
け
る
表
現

様
式
の
推
移
、
す
な
わ
ち
モ
ン
ド
リ
ア
ン
が
生
涯
に
お
い
て
継
続
し
た
破
壊
と

り
、
パ
ネ
ル
を
各
所
に
配
置
し
た
。

一
九
四

0
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ヘ
移
っ
て

モ
ン
ド
リ
ア
ン
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
を
最
初
に
著
し
た
ミ
シ

『
デ
・
テ
レ
フ
ラ
ー
フ
』
紙
掲
載
の
会
見
記
は
、
当
時

(18) 

の
ア
ト
リ
エ
に
関
す
る
記
述
が
多
く
を
占
め
る
。
ま
た
、

先
に
挙
げ
た
一
九
二
六
年
九
月
十
二
日
日
曜
日
付

に
よ
っ
て
も
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

リ
エ
の
様
子
は
、
多
く
の
訪
問
者
が
残
し
た
テ
ク
ス
ト

写
真
の
イ
メ
ー
ジ
に
加
え
、

I 

え
る
。

モ
ン
ド
リ
ア
ン
の
ア
ト

訪
問
者
の
証
言
か
ら

必
ず
し
も
足
並
み
を
揃
え
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
と
言

ト
リ
エ
内
装
の
変
化
と
、
絵
画
の
造
形
的
変
遷
と
は
、

感
さ
せ
る
も
の
で
も
あ
る
。
写
真
か
ら
確
認
で
き
る
ア

新
た
な
試
み
は
、
後
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
展
開
を
予

色
線
の
使
用
と
い
っ
た
、
パ
リ
時
代
の
絵
画
に
お
け
る

再
生
の
プ
ロ
セ
ス
に
共
通
す
る
と
見
倣
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
、

代
か
ら
三

0
年
代
に
か
け
て
、

一
九
二

0
年

モ
ン
ド
リ
ア
ン
は
主
と
し
て
取
り
外
し
可
能
な

サ
イ
ズ
の
色
面
を
頻
繁
に
移
動
さ
せ
て
お
り
、
同
時
期
の
絵
画
に
お
け
る
試
行

錯
誤
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
色
面
の
配
置
に
対
す
る
拘
り
は

見
て
取
れ
る
も
の
の
、
使
用
す
る
要
素
と
し
て
、
大
き
な
変
化
は
見
ら
れ
な
い
。

一
方
で
、
同
時
期
の
絵
画
制
作
に
お
い
て
は
、
構
成
要
素
を
含
め
顕
著
な
変
化

が
現
れ
た
。
色
面
を
排
し
た
線
の
み
の
構
成
、
あ
る
い
は
二
重
線
の
取
り
入
れ
、
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一
九
四
六
年
、

(
J
a
c
o
b
u
s
 J
o
h
a
n
n
e
s
 P
i
e
t
e
r
 O
u
d
,
 1
8
9
0
 ,
 
1
9
6
3
)

、

ー
ス
テ
レ
ン

(Cornelis
v
a
n
 E
e
s
t
e
r
e
n
,
 1
9
8
7
 ,
 19
8
8
)

な
ど
、

テ
・
ス
テ
イ
ル
時

4
 

代
か
ら
モ
ン
ド
リ
ア
ン
と
交
友
の
深
か
っ
た
人
物
が
寄
稿
し
て
い
る
。
彼
ら
は

パ
リ
の
ア
ト
リ
エ
を
実
際
に
訪
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
の
印
象
や
モ
ン
ド
リ
ア
ン

の
建
築
と
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
、
各
々
の
考
え
を
記
し
た
。

ア
ウ
ト
は
、

ン
ド
リ
ア
ン
の
空
間
に
対
す
る
関
心
を
次
の
よ
う
に
思
い
返
し
て
い
る
。

ヒ
は
、

モ

モ
ン
ド
リ
ア
ン
自
身
は
、
自
ら
の
理
論
が
他
の
領
域
に
拡
大
さ
れ
る
こ
と

に
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
。
「
空
間
性
」
と
い
う
の
は
、
彼
が
作
品
に

お
い
て
追
求
し
た
も
の
の
璽
大
な
一
部
を
占
め
て
い
た
。
そ
れ
が
空
間
芸

コ
ル
ネ
リ
ス
・
フ
ァ
ン
・
エ

ア
ウ
ト

ェ
ル
・
ス
ー
フ
ォ
ー
ル
は
、
デ
パ
ー
ル
街
の
ア
ト
リ
エ
の
雰
囲
気
を
詳
細
に
伝

え
て
い
る
。
そ
の
他
、
当
時
モ
ン
ド
リ
ア
ン
と
交
流
の
あ
っ
た
人
々
が
後
に
モ

ン
ド
リ
ア
ン
と
の
交
友
を
語
る
際
、
特
徴
的
な
ア
ト
リ
エ
に
言
及
す
る
事
例
は

一
九
七
六
年
の
イ
ン
タ
ヴ
ユ
ー
に
際
し
、
デ
パ
ー
ル
街
の
ア
ト
リ
エ
内

装
を
モ
ン
ド
リ
ア
ン
の
祖
国
オ
ラ
ン
ダ
と
関
連
付
け
思
い
返
し
て
い
る
。
モ
ン

ド
リ
ア
ン
と
交
流
の
あ
っ
た
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
カ
ル
ダ
ー
も
、
自
伝
に
モ
ン

ド
リ
ア
ン
の
ア
ト
リ
エ
の
様
子
を
記
し
て
い
る
。
ロ
シ
ア
生
ま
れ
の
彫
刻
家
ナ

ウ
ム
・
ガ
ボ
は
、
実
兄
ア
ン
ト
ワ
ー
ヌ
と
も
に
訪
れ
た
モ
ン
ド
リ
ア
ン
の
ア
ト

リ
エ
が
「
空
間
に
お
け
る
モ
ン
ド
リ
ア
ン
の
作
品
」
で
あ
っ
た
と
後
に
語
っ
た
。

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
立
美
術
館
に
お
け
る
モ
ン
ド
リ
ア
ン
回

顧
展
の
カ
タ
ロ
グ
に
は
、
ミ
シ
ェ
ル
・
ス
ー
フ
ォ
ー
ル
、

J
.
J
.
p
.

少
な
く
な
い
。
ベ
ル
リ
ン
を
拠
点
に
活
動
し
た
ダ
ダ
イ
ス
ト
、

ハ
ン
ナ
・
ヘ
ッ

い
だ
ろ
う
か
。

モ
ン
ド
リ
ア
ン
の
芸
術
論

術
、
す
な
わ
ち
建
築
へ
の
関
心
を
と
り
わ
け
増
大
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が

函）

っ
て
い
っ
た
の
は
、
煎
く
に
は
あ
た
ら
な
い
。

ま
た
、

フ
ァ
ン
・
エ
ー
ス
テ
レ
ン
は
、

モ
ン
ド
リ
ア
ン
の
示
し
た
芸
術
と
生
活

に
つ
い
て
の
考
え
に
意
義
を
見
出
し
て
い
た
。
モ
ン
ド
リ
ア
ン
の
生
活
に
関
す

る
見
解
を
普
遍
的
な
も
の
と
位
置
づ
け
、
絵
画
と
空
間
の
関
係
性
に
言
及
し
て

名
竺

い
る
。こ

の
よ
う
に
、

モ
ン
ド
リ
ア
ン
の
ア
ト
リ
エ
は
、
そ
こ
を
訪
れ
た
人
々
に
強

い
印
象
を
残
し
た
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
証
言
を
通
し
て
、
特
殊
な
外
観
の
ア

ン
と
い
う
芸
術
家
像
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。

そ
れ
は
あ
る
程
度
に
お
い
て
、

コ
ッ
ペ
ス
の
指
摘
す
る
通
り
、

モ
ン
ド
リ
ア
ン
自
身
が
意
図
的
に
作
り
出
そ
う

{25l 

と
し
た
セ
ル
フ
イ
メ
ー
ジ
で
も
あ
っ
た
。
モ
ン
ド
リ
ア
ン
の
死
後
、
彩
色
さ
れ

た
壁
面
の
パ
ネ
ル
が
「
作
品
」
の
文
脈
に
乗
せ
ら
れ
た
よ
う
に
、

そ
の
過
程
で
、

ア
ト
リ
エ
の

イ
メ
ー
ジ
は
、
新
造
形
主
義
理
論
に
基
づ
き
、
発
展
的
志
向
を
も
っ
て
絵
画
を

制
作
し
続
け
た
「
モ
ン
ド
リ
ア
ン
」
に
伴
う
も
の
と
な
っ
て
い
く
。
あ
る
い
は

ア
ト
リ
エ
の
場
と
し
て
の
慈
義
が
看
過
さ
れ
て
き
た
の
で
は
な

モ
ン
ド
リ
ア
ン
は
一
九
―

1
0年
代
か
ら
一
―

1
0年
代
に
か
け
て
、
建
築
や
内
装

デ
ザ
イ
ン
を
テ
ー
マ
に
複
数
の
論
考
を
内
き
あ
げ
た
。
本
章
で
は
、

モ
ン
ド
リ

ト
リ
エ
、
そ
の
静
寂
の
中
で
純
粋
な
る
新
造
形
主
義
を
追
求
す
る
モ
ン
ド
リ
ア
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連
載
さ
れ
た
鼎
談
形
式
の
論
考
「
自
然
的
リ
ア
リ
テ
ィ
と
抽
象
的
リ
ア
リ
テ

ィ
」
で
は
、
風
景
画
家
か
ら
新
し
い
建
築
環
境
の
創
作
家
へ
と
至
る
発
展
が
論

{26) 

理
的
に
解
説
さ
れ
て
い
る
。
最
終
の
第
七
場
面
で
は
、
新
造
形
主
義
の
思
想
を

表
現
し
た
抽
象
・
現
実
主
義
画
家

z
の
ア
ト
リ
エ
を
舞
台
に
会
話
が
展
開
さ
れ

一
九
二
二
年
三
月
、
『
デ
・
ス
テ
イ
ル
』
に
発
表
し
た
「
遠
い
未
来
に
お
け
る
、

ま
た
、
今
日
の
建
築
に
お
け
る
新
造
形
主
義
の
実
現
」
の
中
で
、
モ
ン
ド
リ
ア

g-

ン
は
建
築
に
対
す
る
考
え
を
表
し
て
い
る
。
建
築
に
時
間
と
空
間
の
連
続
体
と

い
う
概
念
を
持
ち
込
み
、
そ
れ
を
「
今
」
の
社
会
に
実
現
さ
せ
よ
う
と
し
て
い

た
フ
ァ
ン
・
ド
ゥ
ー
ス
ブ
ル
フ
と
は
異
な
り
、

モ
ン
ド
リ
ア
ン
は
、
建
築
を
時

間
や
空
間
に
制
限
さ
れ
な
い
平
面
の
多
数
性
と
捉
え
、
そ
の
実
現
を
「
未
来
」

に
託
し
た
。
こ
の
よ
う
な
見
解
の
相
違
か
ら
か
、
翌
年
一
九
ニ
―
―
一
年
に
、
パ
リ

の
ロ
ー
ザ
ン
ベ
ー
ル
画
廊
、

レ
フ
ォ
ル
・
モ
デ
ル
ヌ
で
開
か
れ
た
デ
・
ス
テ
イ

ル
建
築
展
に
モ
ン
ド
リ
ア
ン
は
出
品
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
建
築
に
対
す
る

関
心
が
薄
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
同
年
、
『
デ
・
ス
テ
イ
ル
』
に
掲
載
し
た
「
絵

画
は
建
築
よ
り
価
値
が
低
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
」
で
は
、
新
し
い
美
学
を

介
し
た
建
築
と
絵
画
の
協
同
を
志
向
し
、
建
築
に
お
け
る
新
し
い
試
み
を
、
絵

る。
一
九
一
九
年
六
月
か
ら
一
九
二

0
年
八
月
に
か
け
て

ニ
ー

絵
画
か
ら
「
建
築
」

ヘ

て
目
指
し
た
理
想
像
を
、
彼
の
論
考
か
ら
考
察
す
る
。

『
デ
・
ス
テ
イ
ル
』
に

ア
ン
が
建
築
や
環
境
に
求
め
た
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
、
芸
術
と
生
活
と
の
関
係
に
お
い

社
会
や
環
境
に
お
け
る
新
造
形
主
義
の
概
念
を
ま
と
め
た
論
考
と
し
て
知

81

明
す
る
必
要
性
に
駆
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

画
が
経
験
し
た
新
造
形
主
義
に
基
づ
く
純
化
の
過
程
に
あ
る
と
位
置
付
け
て
い

西｝る。
一
九
二
四
年
、
『
マ
ノ
メ
ー
ト
ル
』
に
「
身
近
な
状
況
に
お
け
る
芸
術
と
美
」

一
九
二
五
年
、
『
ア
ル
シ
テ
ク
チ
ュ
ー
ル
・
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ン
ト
』
に
「
新
造

西）

形
主
義
の
描
く
未
来
建
築
」
が
寄
稿
さ
れ
た
。
こ
の
二
つ
の
論
考
に
お
い
て
モ

ン
ド
リ
ア
ン
は
、
純
粋
な
美
が
自
然
発
生
的
に
生
ま
れ
て
い
る
現
在
、
純
粋
造

形
の
美
、

つ
ま
り
線
と
色
彩
の
平
衡
に
よ
っ
て
の
み
表
現
さ
れ
る
美
し
さ
は
未

だ
達
成
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
は
、
建
築
が
造
形
と
は
無
関
係
の
実
用
的
な
要

デ
・
ス
テ
イ
ル
が
発
足
し
た
当
初
、

モ
ン
ド
リ
ア
ン
は
フ
ァ
ン
・
ド
ゥ
ー
ス

-30) 

ブ
ル
フ
に
対
し
、
建
築
家
と
の
協
同
に
否
定
的
な
見
解
を
示
し
て
い
た
。
し
か

し
、
そ
の
後
の
論
考
の
推
移
か
ら
は
、
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
パ
リ
ヘ
と
活
動
の
場
を

移
し
、
新
た
に
自
ら
の
立
ち
位
置
を
模
索
す
る
中
で
、
自
身
と
「
建
築
」
と
の

関
係
を
積
極
的
に
示
す
姿
勢
が
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、

へ
の
関
心
を
顕
著
に
示
す
の
は
、

-31) 

て
た
苫
簡
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
主
に
、

モ
ン
ド
リ
ア
ン
の
建
築

ア
ウ
ト
の
建
築
論
に
対
す
る
モ
ン
ド
リ

ア
ン
の
見
解
、
そ
し
て
論
考
「
家
ー
街
路
I

都
市
」
の
執
筆
過
程
が
綴
ら
れ
て

-32} 

い
る
。
フ
ァ
ン
・
ド
ゥ
ー
ス
プ
ル
フ
を
中
心
と
し
た
デ
・
ス
テ
イ
ル
の
動
き
、

あ
る
い
は
バ
ウ
ハ
ウ
ス
に
代
表
さ
れ
る
同
時
代
の
建
築
に
対
す
る
関
心
の
高
ま

り
を
受
け
、

モ
ン
ド
リ
ア
ン
は
新
造
形
主
義
に
お
け
る
建
築
の
位
箇
づ
け
を
表

一
九
二

0
年
代
前
半
に
建
築
家
ア
ウ
ト
に
宛

求
に
縛
ら
れ
て
い
る
た
め
だ
と
論
じ
た
。

が
ヽ



さ
ら
に
、

一
九
二
七
年
八
月
二
六
日
、

デ
ル
・
マ
ル
ル
に
宛
て
た
書
簡
の
中

に
し
た
特
別
号
と
し
て
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

ら
れ
る
「
家
I

街
路
ー
都
市
」
は
、
雑
誌
『
i
l
o

」

一
九
二
六
年
五
月
九
日
、

の
一
九
二
七
年
一
月
号
に
、

(33) 

一
九
二
七
年
二
五
号
に
掲
載
さ
れ
た
。
論
考
後
半
で

は
、
従
来
の
「
建
築
」
の
枠
組
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
全
体
と
し
て
の
「
都
市
」

へ
と
視
点
が
広
が
っ
て
い
く
。
モ
ン
ド
リ
ア
ン
が
結
論
と
し
て
導
い
た
都
市
論

は
、
個
人
的
・
個
別
的
な
も
の
で
満
た
さ
れ
外
界
と
は
隔
て
ら
れ
た
「
家
」
と
、

そ
れ
ら
を
つ
な
ぐ
「
街
路
」
は
、
そ
の
排
他
性
を
捨
て
去
る
こ
と
で
統
一
体
と

し
て
の
「
都
市
」
へ
と
至
る
と
い
う
、
展
望
で
あ
っ
た
。
モ
ン
ド
リ
ア
ン
は
こ

こ
で
、
建
物
の
構
造
と
し
て
の
建
築
で
は
な
く
、
生
活
の
概
念
を
含
ん
だ
「
家
」
、

「
街
路
」
、
そ
の
集
合
と
し
て
の
「
都
市
」
に
対
し
て
こ
そ
、
新
造
形
主
義
の

『
ヴ
ロ
ワ
ー
ル
』

の
編
集
者
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
デ
ル
・
マ
ル
ル

(Felix
D
e
l
 

Marie, 1
8
8
9
'
1
9
5
2
)

は、

モ
ン
ド
リ
ア
ン
の
影
響
か
ら
自
身
の
住
居
に
新
造
形

主
義
的
内
装
を
施
し
、
『
ヴ
ロ
ワ
ー
ル
」
二
五
号
に
そ
の
写
真
を
掲
載
し
て
い
る
。

そ
も
そ
も
『
ヴ
ロ
ワ
ー
ル
』
二
五
号
は
、
「
!
'
a
m
b
i
a
n
c
e
:
 環
境
」
を
テ
ー
マ

モ
ン
ド
リ
ア
ン
か
ら
デ
ル
・
マ
ル
ル
宛
て
の
書
簡
に
は
、
『
ヴ
ロ
ワ
ー
ル
』
に

掲
載
す
る
論
考
に
関
し
て
、
「
八
月
ご
ろ
に
ヴ
ロ
ワ
ー
ル
に
適
し
た
主
題
の
論

(35) 

考
を
書
き
た
い
」
と
の
言
及
が
あ
る
。
「
環
境
」
の
テ
ー
マ
に
適
す
る
題
材
と

し
て
、
論
考
「
家
ー
街
路
I

都
市
」
は
書
か
れ
、
ま
た
そ
の
挿
図
と
し
て
用
い

ら
れ
た
の
は
、
ド
レ
ス
デ
ン
の
コ
レ
ク
タ
ー
、
イ
ダ
・
ビ
ー
ネ
ル
ト
に
依
頼
さ

れ
た
部
屋
の
内
装
デ
ザ
イ
ン
（
図
3
0
)
で
あ
っ
た
。

拡
大
を
意
図
し
て
い
る
。

続
い
て
『
ヴ
ロ
ワ
ー
ル
』

く
全
体
的
環
境
へ
の
関
心
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

で
、
モ
ン
ド
リ
ア
ン
は
、

ア
ト
リ
エ
で
の
試
行
錯
誤
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
こ

と
を
論
考
に
し
た
い
と
い
う
意
志
を
伝
え
て
い
る
。
そ
の
後
、
モ
ン
ド
リ
ア
ン

が
書
き
上
げ
た
の
は
、
『
ilO』
一
九
二
七
年
十
一
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
論
考
、
「
ジ

ャ
ズ
と
新
造
形
主
義
」
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
、

モ
ン
ド
リ
ア
ン
の
音
楽
、
絵

画
、
社
会
、
そ
し
て
哲
学
へ
の
関
心
が
凝
集
さ
れ
、
人
間
の
進
化
が
文
化
に
よ

っ
て
推
し
進
め
ら
れ
て
き
た
こ
と
、
そ
れ
を
促
し
た
「
バ
ー
」
と
い
う
場
の
意

義
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
同
論
考
に
は
ま
た
、
国
際
都
市
に
つ
い
て
の
記
述
も

(37) 

見
ら
れ
る
。
モ
ン
ド
リ
ア
ン
が
ア
ト
リ
エ
で
の
試
み
か
ら
得
た
も
の
は
、
「
都

市
」
あ
る
い
は
「
社
会
」
と
い
っ
た
言
葉
に
表
れ
る
よ
う
に
、
人
々
を
取
り
巻

図30. 「芸術と生活」「新しい芸術一新しい生活」

(1931年）手稿
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二
I

二

芸
術
と
生
活

一
九
三
一
年
、
『
芸
術
と
生
活
』
の
一
章
と
し
て
、
「
新
し
い
芸
術
I

新
し
い

(38) 

生
活
」
が
完
成
さ
れ
た
。
「
新
し
い
芸
術
l

新
し
い
生
活
」
の
完
成
後
、
著
書

と
し
て
の
出
版
を
目
指
し
な
が
ら
も
機
会
に
恵
ま
れ
な
い
ま
ま
、

ン
は
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の
追
加
(
-
九
三
二
年
）
や
改
訂
な
ど
、
随
時
手

に
移
っ
て
か
ら
も
、
出
版
を
意
図
し
て
自
ら
英
訳
す
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
、
生

モ
ン
ド
リ
ア
ン
は
「
新
し
い
芸
術
—
新
し
い
生
活
」
の
中
で
、
純
粋
な
造
形

と
そ
の
関
係
に
よ
っ
て
成
さ
れ
た
芸
術
の
進
展
を
人
間
の
生
活
の
進
歩
に
結
び

つ
け
、
新
し
い
生
活
の
出
現
を
予
見
し
て
い
る
。
形
体
の
純
化
と
純
粋
な
関
係

の
探
求
は
、
単
に
建
築
物
ば
か
り
で
な
く
、

な
わ
ち
家
具
や
交
通
機
関
、
照
明
な
ど
に
も
表
れ
て
お
り
、
そ
の
先
に
は
新
し

い
人
間
の
生
活
が
存
在
す
る
。
そ
し
て
新
し
い
生
活
の
進
展
に
と
も
な
い
、
全

体
と
し
て
の
人
間
社
会
に
維
持
さ
れ
る
新
た
な
倫
理
が
見
い
だ
さ
れ
る
と
述
べ

る
モ
ン
ド
リ
ア
ン
の
関
心
は
、
「
ジ
ャ
ズ
と
新
造
形
主
義
」
に
引
き
続
き
、
文

化
が
根
ざ
す
社
会
、
そ
こ
で
営
ま
れ
る
人
間
の
生
活
そ
の
も
の
へ
と
拡
大
し
て

「
新
し
い
芸
術
l

新
し
い
生
活
」
は
い
わ
ば
、

ン
・
ド
ゥ
ー
ス
ブ
ル
フ
宛
て
書
簡
の
中
で
、

い
る
こ
と
が
分
か
る
。

前
は
未
出
版
に
終
わ
っ
た
。

を
加
え
て
い
る
。

日
常
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
、
す

一
九
三
八
年
に
パ
リ
を
離
れ
、

モ
ン
ド
リ
ア

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

モ
ン
ド
リ
ア
ン
の
「
社
会
」

に
対
す
る
意
識
が
結
実
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
早
く
も
一
九
二
二
年
夏
、

フ
ァ

モ
ン
ド
リ
ア
ン
は
、
「
新
し
い
生

活
の
基
礎
と
し
て
の
新
造
形
主
義
」
と
い
う
論
考
執
筆
の
構
想
を
述
べ
て
い
る
。

ロ
ン
ド
ン
、

図31. 《「ドレスデンのB…夫人のサロン」内装デ
ザイン》、 1926年、紙に鉛筆とグワッシュ、

37.3 x 56.5cmおよび37.6x56cm、ドレスデ

ン美術館

中
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

一
九
二
七
年
八
月
二
七
日
、

ア
ウ
ト
に
宛
て
た
書
簡
で
は
、
「
長
い
論

考
あ
る
い
は
連
作
で
、
人
と
社
会
に
つ
い
て
」
書
こ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
分

(39) 

か
る
。タ

イ
プ
打
ち
原
稿
の
表
紙
（
図
31)

で
は
、
表
紙
に
あ
る
タ
イ
ト
ル
「
芸
術

と
生
活
」
に
代
わ
り
、
「
L'art
r
e
v
e
l
a
t
e
u
r
:
M口
示
す
る
も
の
と
し
て
の
芸
術
」

と
い
う
言
葉
が
当
て
ら
れ
て
い
る
。

モ
ン
ド
リ
ア
ン
が
『
芸
術
と
生
活
』

で
言

わ
ん
と
し
た
こ
と
は
、
新
し
い
芸
術
は
人
々
の
生
活
を
覚
醒
さ
せ
る
も
の
、
さ

ら
に
は
、
社
会
に
と
っ
て
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
文

ま
た
、
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形
主
義
の
一
般
原
理
」
の
中
で
、
「
新
造
形
主
義
の
心
理
学
的
お
よ
び
社
会
的

生
活
を
外
れ
た
も
の
と
し
て
み
な
さ
れ
て
い
た
過
去
の
芸
術
は
、
も
は
や

望
ま
し
い
こ
と
で
は
な
く
、
新
し
い
芸
術
は
、
そ
の
新
し
い
表
現
に
よ
っ

て
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
い
ま
だ
な
お
必
要
な
も
の
で
あ
る
。
と
い
う
の

も
、
そ
れ
は
物
質
的
お
よ
び
梢
神
的
領
域
に
お
い
て
実
在
す
る
新
し
い
美

ズ
ム
の
価
値
を
深
く
感
じ
さ
せ
、
そ
し
て
、
そ
の
明
確
な
表
現
に
よ
っ
て
、

｛約）

生
活
の
本
当
の
内
容
を
多
少
気
づ
か
せ
う
る
の
で
あ
る
。

「
新
し
い
芸
術
ー
新
し
い
生
活
」
に
お
い
て
、

モ
ン
ド
リ
ア
ン
は
、
絵
画
や
彫

刻
、
建
築
と
い
っ
た
領
域
を
限
定
せ
ず
、
よ
り
俯
廠
的
な
見
地
か
ら
新
し
い
芸

術
を
位
置
づ
け
よ
う
と
し
た
。
そ
し
て
、
は
る
か
遠
く
の
未
米
に
お
い
て
、
新

し
い
芸
術
が
生
活
を
覚
醒
さ
せ
た
と
き
、
絵
画
は
必
要
な
い
と
考
え
た
。
垂
直
・

水
平
線
と
三
原
色
に
限
定
さ
れ
た
形
体
は
、
均
衡
で
普
遍
的
な
関
係
を
実
現
す

る
た
め
の
手
段
に
す
ぎ
ず
、
「
新
造
形
主
義
」
は
、

よ
り
開
か
れ
た
新
し
い
社

会
で
の
生
活
と
い
う
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
ヘ
と
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
展
開
に
つ
な
が
る
兆
し
は
、
早
く
も
一
九
二

0
年
代
半
ば
の
論

考
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
モ
ン
ド
リ
ア
ン
は
一
九
二
六
年
に
著
し
た
「
新
造

結
果
」
と
い
う
項
目
を
空
て
、
新
造
形
主
義
の
一
般
原
理
は
、
造
形
の
み
な
ら

ず
人
間
、
す
な
わ
ち
社
会
に
も
実
現
可
能
だ
と
主
張
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

九
二
九
年
に
発
表
さ
れ
た
論
考
「
純
粋
抽
象
芸
術
」
に
は
、
均
衡
関
係
の
実
現

と
り
わ
け
、
等
価
的
な
対
立
の
リ
ズ
ム
の
明
確
な
表
現
は
、
生
命
的
な
リ

の
、
生
活
の
中
で
の
実
瑚

7
と
わ
れ
わ
れ
を
推
し
進
め
る
。

観
的
）
抑
圧
か
ら
解
放
さ
れ
た
人
間
の
生
活
と
し
て
定
義
し
た
「
本
当
の

ヴ
ュ
ー
に
際
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

は
生
活
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
こ
と
で
、
こ
の
よ
う
な
方
法
に
よ
っ
て
の
み
、

社
会
的
・
経
済
的
自
由
、
平
和
、
そ
し
て
幸
福
が
達
成
さ
れ
る
と
あ
る
。

モ
ン
ド
リ
ア
ン
は
芸
術
と
生
活
と
の
関
係
を
思
案
し
続
け
た
。
将
来
的
な
絵
画

一
九
四
二
年
に
杏
か
れ
た
論
考
「
純
粋
造
形
芸
術
」
で

も
改
め
て
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

と
交
流
の
あ
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
抽
象
画
家
シ
ャ
ー
ミ
オ
ン
・
ヴ
ォ
ン
・
ウ
ィ
ー

ガ
ン
ド

(
C
h
a
r
m
i
o
n
v
o
n
 W
i
e
g
a
n
d
,
 1
9
0
0
 ,
 19
8
3
)

は、

一
九
七
一
年
の
イ
ン
タ

モ
ン
ド
リ
ア
ン
に
と
っ
て
、
生
活
と
芸
術
は
ま
さ
に
―
つ
の
も
の
だ
っ
た

の
で
す
。
モ
ン
ド
リ
ア
ン
の
理
想
は
、
彼
が
外
的
（
客
観
的
）
お
よ
び
内
的
（
キ

生
活
」
で
し
た
。
そ
し
て
、
彼
に
と
っ
て
の
芸
術
と
は
、
こ
の
結
末
に
至

る
た
め
の
手
段
だ
っ
た
の
で
す
。

「
家
ー
街
路
I

都
市
」
お
よ
び
「
新
し
い
芸
術
ー
新
し
い
生
活
」
が
示
す
よ

t

)

、

っヽ
i

モ
ン
ド
リ
ア
ン
の
芸
術
論
に
は
、
統
一
体
と
し
て
の
「
都
市
」
、
さ
ら

に
は
新
し
い
人
間
の
「
生
活
」
と
い
う
概
念
が
組
み
込
ま
れ
て
い
っ
た
。
未
来

に
お
け
る
、
よ
り
開
か
れ
た
新
し
い
社
会
を
志
向
し
た
モ
ン
ド
リ
ア
ン
は
、
こ

の
よ
う
に
し
て
、
新
造
形
主
義
理
論
を
新
た
な
局
而
へ
と
展
開
さ
せ
て
い
っ
た

の
で
あ
る
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
時
代
に
モ
ン
ド
リ
ア
ン

の
消
失
に
つ
い
て
は
、

以
降
、
パ
リ
か
ら
ロ
ン
ド
ン
を
経
て
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
移
っ
て
か
ら
も
、
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前
章
の
と
お
り
、
新
造
形
主
義
は
、
絵
画
に
お
け
る
造
形
の
適
用
と
い
う
方

法
論
に
と
ど
ま
ら
ず
、
未
来
に
お
け
る
人
々
の
新
た
な
生
活
と
い
う
ヴ
ィ
ジ
ョ

ン
に
向
け
て
展
開
し
た
。
当
時
、
国
際
都
市
パ
リ
に
お
い
て
次
第
に
社
会
的
な

立
場
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
モ
ン
ド
リ
ア
ン
は
、
論
考
の
内
容
や
発
表
の

方
法
に
関
し
て
も
意
識
的
な
選
択
を
行
な
う
よ
う
に
な
る
。
本
章
で
は
、
同
時

代
資
料
お
よ
び
主
に
パ
リ
時
代
の
交
友
関
係
を
通
し
、

モ
ン
ド
リ
ア
ン
に
と
っ

て
「
パ
リ
」
と
は
ど
の
よ
う
な
場
で
あ
っ
た
か
を
考
察
す
る
こ
と
で
、
当
時
の

―――ー一
一
九
二

0
年
代
の
パ
リ
は
、
外
国
人
芸
術
家
た
ち
に
よ
っ
て
花
開
い
た
国
際

都
市
で
あ
っ
た
。
多
国
藉
の
画
家
、
英
米
系
の
作
家
、
舞
踏
家
や
前
衛
芸
術
家

た
ち
は
、

モ
ン
パ
ル
ナ
ス
地
区
に
次
々
と
開
店
し
た
カ
フ
ェ
に
集
い
、
交
流
を

年
代
の
パ
リ
に
身
を
置
き
、
若
い
詩
人
・
批
評
家
と
し
て
活
躍
し
た
フ
ラ
ン
ス

人
、
ル
ネ
・
ド
ゥ
・
ベ
ル
ヴ
ァ
ル
は
、
回
想
記
を
綴
っ
た
著
甚
の
中
で
、

パ
ル
ナ
ス
に
集
う
多
く
の
画
家
た
ち
を
思
い
返
し
て
い
る
。

モ
ン

一
九
―
―
―
一
年
、
パ
リ
の
外
国
人
人
口
は
二
九

0
万
人
、
全
人
口
比
七
％
と
い

う
史
上
最
高
を
記
録
し
て
い
る
。
モ
ン
ド
リ
ア
ン
の
過
ご
し
た
モ
ン
パ
ル
ナ
ス

界
隈
は
、

モ
ン
マ
ル
ト
ル
と
と
も
に
、
外
国
人
芸
術
家
の
渠
う
国
際
的
な
場
と

持
っ
た
。
芸
術
家
ら
に
よ
る
賑
わ
い
は
、

国
際
的
な
場
に
お
け
る
芸
術

一
九
三

0
年
代
に
ま
で
続
く
。
三

0

芸
術
活
動
を
支
え
た
背
景
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

国
際
都
市
と
し
て
の
パ
リ

ヴ
ァ
ル
ノ
は
、

一九一―

1
0年
の
著
書
『
パ
リ
風
俗
史
』

(
V
i
s
a
g
e
s
d
e
 P
a
r
i
s
)

の

っ
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
人
、

日
本
人
、

ス
カ
ン
ジ
ナ
ヴ
ィ
ア
人
、
あ
ら
ゆ

ン
パ
ル
ナ
ス
の
状
況
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
た
。

ま
で
フ
ラ
ン
ス
で
活
躍
し
た
作
家
兼
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
ア
ン
ド
レ
・
ヴ
ァ

一
九
二
五
年
に
記
し
た
『
絵
画
の
揺
り
か
ご
』

(
L
e
s
B
e
r
c
e
a
u
x
 d
e
 la 

j
e
u
n
e
 p
e
i
n
t
u
r
e
 
:
 Mo
n
t
m
a
r
t
r
e、
M
o
~
～updr}zasse) 
の
中
で
、

モ
ン
パ
ル
ナ
ス
に
お
け
る
同
時
代
の
芸
術
家
の
活
動
を
詳
細
に
描
写
し
て
い
る
。

当
時
、
最
も
人
気
の
あ
る
美
術
評
論
家
の
一
人
で
も
あ
っ
た
ヴ
ァ
ル
ノ
は
、

モ

モ
ン
パ
ル
ナ
ス
は
今
や
、
こ
こ
に
定
着
し
な
い
人
は
別
と
し
て
、
あ
ら
ゆ

る
国
籍
の
男
女
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
人
々
を
パ
リ
へ

駆
り
立
て
た
も
の
が
、
何
よ
り
芸
術
へ
の
愛
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な

ーは
l、。

＞ヽモ
ン
パ
ル
ナ
ス
の
人
口
は
新
旧
の
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
芸
術
家
か
ら
成
り
立

る
ロ
シ
ア
の
人
種
、
中
央
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
々
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア

人
等
々
．
．
．
o

中
で
も
、
当
時
の
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
を
、
連
日
の
狂
騒
に
明
け
暮
れ
る
「
世
界
の

父
差
点
」
と
表
現
し
て
い
る
。

一
九
一

0
年
に
イ
ル
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
に
生
ま
れ
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・

ル
ノ
は
、

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
共
有
さ
れ
て
い
た
。

モ
ン
マ
ル
ト
ル
と

一
九
一

0
年
代
か
ら
没
年
に
い
た
る
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す
る
状
況
を
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

1
9
3
0
:
 
ェ
コ
ル
・
ド
・
パ
リ
の
群
像
』

(
L
a
V
i
e
 q
u
o
t
i
d
i
e
n
為

き

<
gt
p
a
r
n
a
s
s
e
 a
 

la 
G
r
a
n
d
e
 E
p
o
q
u
e
,
 1
9
0
5
-
1
9
3
0
)

に
お
い
て
、
「
お
祭
り
騒
ぎ
」
と
も
称
さ
れ

る
戦
後
の
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
の
様
子
を
記
し
て
い
る
。
人
々
の
往
来
が
自
由
に
な

り
、
各
国
か
ら
集
ま
っ
た
外
国
人
芸
術
家
ら
が
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
に
溢
れ
、
モ
ン

{51) 

ド
リ
ア
ン
も
そ
の
う
ち
の
一
人
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
芸

術
家
た
ち
は
ヴ
ァ
ヴ
ァ
ン
交
差
点
の
カ
フ
ェ

~52} 

集
ま
り
、
議
論
を
繰
り
広
げ
て
い
た
。

(
D
i
c
t
i
o
n
n
a
i
r
e
 d
e
 la p
e
i
n
t
u
r
e
 abstraite)

に
も
、

年
代
の
抽
象
芸
術
を
特
徴
づ
け
る
活
動
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
で
出
版
さ
れ

た
雑
誌
に
言
及
し
、

一
九
二

0
1
三

0
年
代
は
、

「
ド
ー
ム
」

モ
ン
ド
リ
ア
ン
も
し
ば
し
ば
訪
れ
た
カ
フ
ェ

品｝

を
―
つ
の
拠
点
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
ス
ー
フ
ォ
ー
ル
は
、
当
時
の
芸
術
に
関

ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
芸
術
雑
誌
の
増
加
し
た

時
代
で
あ
っ
た
。
雑
誌
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
全
て
の
国
に
あ
り
、
抽
象
芸
術

は
し
ば
し
ば
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
。
芸
術
雑
誌
は
お
互
い
に
行
き

来
し
合
い
、
ま
た
、
執
筆
者
の
行
き
来
も
あ
っ
た
。

（引）

芸
術
の
一
種
の
国
際
性
が
、
実
現
さ
れ
て
い
た
。

ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド

一
九
二

0
年
か
ら
一
九
三
〇

ヽ
シ
ェ
ル
・
ス
ー
フ
ォ
ー
ル
の
一
九
五
七
年
の
著
作
『
抽
象
絵
画
事
典
』

「
ド
ー
ム
」
や
「
ロ
ト
ン
ド
」
に

た
。
ク
レ
ス
ペ
ル
は
、

一
九
七
六
年
の
著
苔
『
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
讃
歌
1
9
0
5,
 

二
九
年
の
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
に
精
通
し
、
多
く
の
芸
術
家
と
も
懇
意
に
し
て
い

美
術
評
論
家
と
し
て
活
躍
し
た
ジ
ャ
ン
11

ポ
ー
ル
・
ク
レ
ス
ペ
ル
は
、

一
九

ン
は
初
め
て
「
新
し
い
芸
術
ー
新
し
い
生
活
」
の
執
筆
に
言
及
し
た
。
ま
た
、

ス
ー
フ
ォ
ー
ル
率
い
る
雑
誌
『
セ
ル
ク
ル
・
エ
・
カ
レ
』

p
u
b
l
i
c
:
 
公
」
と
関
わ
る
に
は
、
多
少
幅
広
く
あ
る
必
要
性
が
あ
る
と
し
て
い

-56) 
る。

一
九
―
二
二
年
、

術
I

新
し
い
生
活
」
を
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
に
翻
訳
す
る
と
い
う
話
が
あ
り
、
そ

れ
は
喜
ば
し
い
こ
と
だ
が
、
ま
ず
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
の
出
版
を
希
望
し
て
い
る

こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
さ
ら
に
一
九
一
二
二
年
二
月
二
八
日
、
ロ
ー
ト
に
宛
て
た

苫
簡
か
ら
、

命）

か
る
。

フ
ラ
ン
ス
語
は
国
際
的
な
言
莱
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
分

国
際
的
な
言
語
に
よ
る
公
へ
の
発
信
と
い
う
意
識
は
、
そ
の
他
の
論
考
に

関
し
て
も
見
ら
れ
る
。

は
、
『
デ
・
ス
テ
イ
ル
』
に
寄
稿
す
る
論
考
執
筆
と
同
時
に
、
そ
れ
ら
の
大
部

ま
た
、

簡
の
中
に
確
認
で
き
る
。

こ
こ
で
例
示
さ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
美
術
雑
誌
に
は
、

し
た
も
の
、
あ
る
い
は
直
接
的
な
関
わ
り
は
な
く
と
も
、
友
人
と
の
苫
簡
の
中

{55Ja) 

で
言
及
し
て
い
る
も
の
が
多
い
。
ス
ー
フ
ォ
ー
ル
と
交
友
の
深
か
っ
た
モ
ン
ド

リ
ア
ン
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
新
し
い
芸
術
動
向
に
お
け
る
雑
誌
と
い
う
媒
体
の

重
要
性
を
同
様
に
認
識
し
、
戦
略
的
な
論
考
の
発
表
を
滋
図
し
て
い
た
。
そ
の

一
例
と
し
て
、
「
新
し
い
芸
術
I

新
し
い
生
活
」
の
執
筆
、
お
よ
び
出
版
の
意

一九――

1
0
年
か
ら
一
九
―
―
―
―
―
一
年
に
か
け
て
、

モ
ン
ド
リ
ア
ン
が
ス
イ
ス

人
建
築
家
ア
ル
フ
レ
ー
ト
・
ロ
ー
ト

(
A
l
f
r
e
d
R
o
t
h
.
 1
9
0
3
 ,
 
1
9
9
8
)

に
宛
て
た
淋

向
が
、

一
九
ニ
―
年
八
月
十
七
日
、

一
月
一
日
の
ロ
ー
ト
宛
の
北
晶
向
で
は
、
「
新
し
い
芸

一
九
三

0
年
一
二
月
二
五
日
の
苔
簡
で
、

モ
ン
ド
リ
ア

モ
ン
ド
リ
ア
ン
が
寄
稿

の
特
徴
を
説
明
し
、
「
le

ア
ウ
ト
宛
て
の
書
簡
で

86 



同
時
期
、

は
実
現
し
な
か
っ
た
が
、
構
想
に
関
す
る
議
論
は
続
け
ら
れ
た
。

与
し
て
い
た
。

ス
テ
イ
ル
』

へ
の
寄
稿
、
パ
リ
に
お
け
る
『
新
造
形
主
義
』
出
版
に
続
き
、

分
を
フ
ラ
ン
ス
語
に
翻
訳
し
て
い
る
こ
と
を
綴
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

二
年
（
火
曜
日
）
の
書
簡
か
ら
は
、
よ
り
多
く
の
読
者
に
向
け
、

フ
ラ
ン
ス
語

切｝

雑
誌
掲
載
の
た
め
の
論
考
翻
訳
に
意
義
を
見
出
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま

一
九
二
四
年
八
月
九
日
付
、

R
o
s
e
n
b
e
r
g
,
 1
8
7
9
'
1
9
4
7
)
 

U
t処
て
た
砥
自
蹄
四
で
、

自
ら
負
担
す
る
の
で
、
『
新
造
形
主
義
』
を
本
屋
で
は
な
く
展
覧
会
や
外
国
に

置
く
よ
う
希
望
し
て
い
る
。

一
九
三
一
年
八
月
六
日
付
、

こ、t
 

フ

レ
オ
ン
ス
・
ロ
ー
ザ
ン
ベ
ー
ル
（
L
e
o
n
c
e

モ
ン
ド
リ
ア
ン
は
、
輸
送
費
は

ロ
ー
ト
に
宛
て
た
書
簡
で
、

モ
ン
ド
リ
ア
ン
は

自
ら
の
芸
術
家
と
し
て
の
経
歴
を
綴
っ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
に
生
ま
れ
、

ア
ム
ス
テ

ル
ダ
ム
の
ア
カ
デ
ミ
ー
で
学
ん
だ
後
パ
リ
ヘ
と
赴
き
、
キ
ュ
ビ
ス
ム
の
影
押
を

受
け
た
こ
と
、
そ
し
て
フ
ァ
ン
・
ド
ゥ
ー
ス
プ
ル
フ
の
創
設
し
た
雑
誌
『
デ
・

ラ
ン
ス
の
雑
誌
や
国
際
的
な
雑
誌
へ
の
寄
稿
を
手
掛
け
て
き
た
こ
と
な
ど
を
時

系
列
に
辿
っ
て
い
る
。
モ
ン
ド
リ
ア
ン
は
こ
こ
で
、
芸
術
に
お
け
る
真
理
に
基

-62) 

づ
い
た
社
会
的
な
著
作
を
手
掛
け
て
い
る
の
だ
と
、
自
ら
を
位
置
付
け
た
。

モ
ン
ド
リ
ア
ン
は
現
代
芸
術
の
た
め
の
美
術
館
設
立
構
想
に
も
関

一
九
三

0
年
七
月
、
美
術
雑
誌
『
カ
イ
エ
・
ダ
ー
ル
』
に
お
い
て
、

フ
ラ
ン
ス
人
美
術
収
集
家
、
出
版
者
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ゼ
ル
ヴ
ォ

(
C
h
r
i
s
t
i
a
n

ぷ
3
-

Z
e
r
v
o
s
,
 1
8
8
9
 ,
 19
7
0
)
 

ti
、
m窟
恥
云
盆
m
の
た
め
の
美
術
館
設
立
を
提
案
し
た
。
そ

れ
は
、
パ
リ
に
お
け
る
全
て
の
芸
術
動
向
と
、
あ
ら
ゆ
る
国
籍
の
芸
術
家
に
よ

る
作
品
を
展
示
す
る
場
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
た
。
不
況
に
よ
り
美
術
館
設
立

一
九

新
た
な
芸
術
の
動
向
と
、
密
接
な
関
係
を
持
つ
場
で
も
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、

一
九
―
―
二
年
十
一
月
十
九
日
の
書
簡
で
は
、
美
術
館
組
織
の
概
要
を
示

示
3
-

し
た
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
関
連
し
、

版
の
手
稿
「
現
代
美
術
の
国
際
美
術
館
」
に
お
い
て
、

モ
ン
ド
リ
ア
ン
は
、
真

に
国
際
的
な
美
術
館
で
あ
る
た
め
に
は
、
パ
リ
す
な
わ
ち
西
洋
文
化
の
中
心
地

に
お
い
て
設
立
さ
れ
て
こ
そ
有
益
で
あ
る
と
考
え
た
。
そ
し
て
、
金
銭
的
な
問

題
を
解
決
す
る
た
め
の
委
員
会
、
お
よ
び
そ
れ
を
管
理
す
る
国
際
機
関
設
立
をふ｝｝

提
案
し
、
さ
ら
に
は
パ
リ
に
お
け
る
国
際
芸
術
委
員
会
の
必
要
性
を
提
示
し
た
。

こ
の
美
術
館
構
想
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
モ
ン
ド
リ
ア
ン
に
と
っ
て
「
パ
リ
」

は
、
単
に
国
際
色
豊
か
な
都
市
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
形
で
展
開
す
る

九
二
六
年
七
月
、
『
カ
イ
エ
・
ダ
ー
ル
』
に
寄
稿
さ
れ
た
「
絵
画
に
お
け
る
新

し
い
造
形
表
現
」
の
冒
頭
で
、

モ
ン
ド
リ
ア
ン
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

新
し
い
造
形
表
現
は
北
で
生
ま
れ
た
が
、
そ
の
特
質
は
完
全
に
「
北
の
」

も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ラ
テ
ン
の
影
響
は
顕
著
で
あ
る
。
第
一
に
、
そ
れ

ら
す
べ
て
の
設
立
者
が
純
粋
に
北
生
ま
れ
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
、

そ
れ
は
す
べ
て
の
人
種
が
集
ま
る
地
点
と
し
て
の
パ
リ
の
影
響
を
示
し
て

い
る
。
パ
リ
は
、
未
来
派
や
キ
ュ
ビ
ス
ム
が
生
ま
れ
た
地
で
あ
り
、
そ
の

古
い
伝
統
、
建
物
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
強
烈
な
加
速
す
る
生
活
と
物

一
九
三
一
年
八
月
に
衣
目
か
れ
た
未
出

ま
た
、

一
九
三
一
年
八
月
六

H
に
ロ
ー
ト
に
宛

て
た
書
簡
の
中
で
、
こ
の
美
術
館
構
想
に
対
す
る
賛
同
の
意
を
示
し
て
い
る
。

を
行
な
っ
て
い
た
モ
ン
ド
リ
ア
ン
は
、

ゼ
ル
ヴ
ォ
と
交
友
が
あ
り
、
『
カ
イ
エ
・
ダ
ー
ル
』
に
も
一
度
な
ら
ず
寄
稿
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的
環
境
の
た
め
に
抽
象
へ
と
力
強
く
向
か
う
大
都
市
で
あ
る
と
同
時
に
、

パ
リ
は
、
抽
象
芸
術
す
な
わ
ち
新
し
い
造
形
に
影
孵
を
及
ぽ
し
た
。

同
論
考
の
中
で
は
、
パ
リ
の
都
市
と
し
て
の
機
能
や
特
質
が
新
し
い
芸
術
動
向

函
3
-

に
影
牌
を
与
え
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

ュ
ビ
ス
ム
と
新
造
形
主
義
」
に
も
、
様
々
な
現
代
芸
術
が
パ
リ
を
中
心
に
起
こ

り
、
発
展
す
る
様
子
が
語
ら
れ
た
。
こ
こ
で
モ
ン
ド
リ
ア
ン
は
、
自
身
の
提
唱

す
る
新
造
形
主
義
も
ま
た
、
巨
大
な
国
際
文
化
の
中
心
地
で
あ
る
パ
リ
に
お
い

｛的｝

て
発
展
し
た
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
外
国
人
芸
術
家
が
集
う
パ
リ
に
お
い
て
、

は
、
自
ら
が
担
う
新
し
い
芸
術
理
論
を
「
公
」
に
伝
え
る
こ
と
に
社
会
的
な
意

義
を
感
じ
て
い
た
。
さ
ら
に
モ
ン
ド
リ
ア
ン
は
、

見
倣
し
、
論
考
の
フ
ラ
ン
ス
語
で
の
執
筆
・
出
版
が
、
よ
り
幅
広
い
「
公
」
に

接
す
る
有
効
性
を
持
つ
と
考
え
て
い
た
。
モ
ン
ド
リ
ア
ン
が
「
パ
リ
」
に
見
た

国
際
性
・
普
遍
性
は
、
様
々
な
国
籍
の
芸
術
家
た
ち
が
行
き
交
い
、
国
際
的
な

芸
術
雑
誌
、
あ
る
い
は
カ
フ
ェ
で
の
議
論
と
い
っ
た
多
様
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
通
し
て
、
新
し
い
芸
術
の
誕
生
や
発
展
が
促
さ
れ
る
と
い
う
状
況
、
そ

三
ー
ニ
一
九
二
二
年
―
―
一
月
、

ン
ド
リ
ア
ン
は
、
「
パ
リ
は
良
い
場
所
で
、

論
考
に
見
る
「
パ
リ
」
の
イ
メ
ー
ジ

の
有
機
的
展
開
に
あ
っ
た
。

モ
ン
ド
リ
ア
ン

フ
ラ
ン
ス
語
を
国
際
言
語
と

デ
パ
ー
ル
街
の
ア
ト
リ
エ
を
訪
れ
た
記
者
に
対
し
、

モ

ア
ト
リ
エ
は
す
ば
ら
し
く
、
気
に

一
九
三

0
年
に
苔
か
れ
た
「
キ

様
相
の
中
に
、
新
造
形
主
義
の
実
現
を
見
出
し
て
い
る
。

色
刷
り
ポ
ス
タ
ー
、
美
し
く
配
置
さ
れ
た
シ
ョ
ー
・
ウ
ィ
ン
ド
ウ
、
実
用
的
な

ま
た
、
「
家
ー
街
路
I

都
市
」
に
示
さ
れ
た
、
あ
る
種
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
思
想

第
一
次
世
界
大
戦
が
終
息
し
、

の
原
動
力
と
な
っ
て
い
た
。

一
九
二

0
年
の
春
に
再
び
パ
リ
ヘ
と
渡
っ
た

-m} 

入
っ
て
い
る
」
と
語
っ
た
。
ま
た
、

モ
ン
ド
リ
ア
ン
に
影
響
を
受
け
た
芸
術
家

セ
ザ
ー
ル
・
ド
メ
ラ

(
C
e
s
a
i
•

D
o
m
e
l
a
.
 1
9
0
0
'
1
9
9
2
)

も
同
様
、
晩
年
の
イ
ン
タ

ヴ
ュ
ー
に
お
い
て
、
当
時
の
パ
リ
は
抽
象
的
な
芸
術
創
造
の
場
と
し
て
、
大
変

恵
ま
れ
た
場
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
パ
リ
と
い
う
都
市
、
そ
こ
で
の
生
活

そ
の
も
の
が
、

モ
ン
ド
リ
ア
ン
に
と
っ
て
、
様
々
な
論
考
を
苫
き
上
げ
る
一
っ

モ
ン
ド
リ
ア
ン
は
、
都
市
生
活
を
テ
ー
マ
に
一
＿
つ
の
短
絹
を
記
し
た
。
こ
れ
ら

は
キ
ュ
ビ
ス
ム
、
未
来
派
音
楽
や
ダ
ダ
文
学
な
ど
に
影
牌
を
受
け
た
形
式
で
書

か
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
一
っ
、
「
大
通
り
」
の
中
で
、

モ
ン
ド
リ
ア
ン
は
、

ニ四―

多
様
な
外
国
人
の
存
在
か
ら
国
際
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
引
き
出
し
て
い
る
。
他
に

も
、
「
ジ
ャ
ズ
と
新
造
形
主
義
」
(
-
九
二
七
年
）
や
先
に
挙
げ
た
建
築
に
関
す

る
論
考
な
ど
、
パ
リ
の
都
市
環
境
に
触
発
さ
れ
た
も
の
は
少
な
く
な
い
。

に
基
づ
く
「
未
来
の
都
市
」
イ
メ
ー
ジ
は
、

パ
リ
の
都
市
環
境
に
触
発
さ
れ

た
も
の
で
も
あ
っ
た
。
「
都
市
の
町
路
の
特
質
が
、
様
々
な
広
告
の
人
工
照
明
、

建
物
等
に
よ
っ
て
変
え
ら
れ
て
い
る
」
の
に
対
し
、
家
に
は
、
特
別
の
意
図
的

な
努
力
が
必
要
と
さ
れ
る
」
、
「
実
際
、
新
造
形
主
義
は
、

聖
堂
よ
り
も
メ
ト
ロ
の
中
に
、

結
実
し
て
い
る
の
で
あ
る
」
等
、

ノ
ー
ト
ル
・
ダ
ム
大

モ
ン
・
プ
ラ
ン
よ
り
も
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
の
中
に

モ
ン
ド
リ
ア
ン
は
、
当
時
の
パ
リ
の
具
体
的
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あ
る
。

四

一
九
四
三
年
の
二
度
に
わ
た
り
、

エ
チ
ュ
ー
ド
と
し
て
の
ア
ト
リ
エ

「
新
し
い
芸
術
I

新
し
い
生
活
」
の
中
に
は
、
未
来
の
「
国
際
的
」
環
境
に

一空

つ
い
て
の
具
体
像
が
表
さ
れ
て
い
る
。
未
来
の
秩
序
あ
る
環
境
に
お
い
て
、
国
々

の
国
境
は
明
確
に
保
た
れ
、
固
有
の
価
値
観
が
保
障
さ
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
独

自
性
を
有
す
る
人
々
が
国
境
を
越
え
自
由
に
行
き
来
す
る
中
、
有
機
的
な
交
流

が
生
ま
れ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
ま
さ
に
、
国
際
的
な
芸
術
都
市
パ
リ
の
様
相

と
一
致
す
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
パ
リ
と
の
連
関
を
示
す
よ
う
に
、
未

来
の
環
境
で
営
ま
れ
る
新
し
い
生
活
の
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
の
は
、
パ
リ
の
広

{"} 

場
で
あ
る
と
モ
ン
ド
リ
ア
ン
は
指
摘
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
モ
ン
ド
リ
ア
ン
は
、
様
々
な
外
国
人
芸
術
家
と
交
流
を
も
っ

中
で
、
新
し
い
芸
術
の
誕
生
や
発
展
と
い
う
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
有
す
る
パ
リ
の

有
り
様
を
、
芸
術
の
国
際
化
が
実
現
さ
れ
た
都
市
と
し
て
認
識
し
て
い
た
。
そ

し
て
、
そ
の
国
際
性
・
普
遍
性
に
、
理
想
的
な
未
来
の
社
会
を
見
て
い
た
の
で

モ
ン
ド
リ
ア
ン
の
考
え
る
理
想
の
「
未
来
都
市
」
は
、
実
社
会
と
ま
っ

た
く
か
け
離
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
「
様
々
な
現
代
芸
術
か
行
き
交
う
国
際
的

な
大
都
市
」
と
い
う
、
当
時
の
パ
リ
の
一
側
面
を
抽
出
・
純
化
し
な
が
ら
琳
き

出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
「
家
I

街
路
ー
都
市
」
、
あ
る
い
は
「
新
し
い
芸
術

I

新
し
い
生
活
」
に
お
い
て
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
た
理
想
的
環
境
、

ア
的
未
来
都
市
は
、

一
九
四
二
年
、

モ
ン
ド
リ
ア
ン
は
、
ジ
ェ

ユ
ー
ト
ピ

モ
ン
ド
リ
ア
ン
が
一
九
二

0
＼
三

0
年
代
の
パ
リ
に
身
を

置
く
と
い
う
、
身
体
性
・
社
会
性
を
も
っ
て
構
築
さ
れ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

新
造
形
主
義
に
か
な
う
ま
で
に
は
、

7
}
 
る。

非
常
に
長
い
時
間
か
か
か
る
と
述
べ
て
い

一
九
ニ
ー
年
九
月
十
八
日
、

ア
ウ
ト
宛
て
書
簡
で
も
、
建
築
全
体
が

し、

は
非
常
に
高
価
に
な
り
、
達
成
の
た
め
に
は
非
常
に
長
い
時
間
を
要
す
る

ー
ム
ズ
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
・
ス
ウ
ィ
ー
ニ
ー
に
よ
る
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
を
受
け
た
。

そ
の
中
で
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
ア
ト
リ
エ
に
お
け
る
取
り
組

絵
画
を
私
た
ち
の
周
囲
に
持
ち
込
み
、
リ
ア
ル
な
存
在
を
与
え
る
こ
と
は
、

抽
象
絵
画
に
到
達
し
て
以
来
の
私
の
理
想
で
す
。
・
・
・
ま
た
、
絵
画
は

そ
の
可
能
性
が
、
画
家
の
能
力
が
構
築
的
な
も
の
と
結
合
さ
れ
る
よ
う
な

方
法
に
よ
っ
て
建
築
の
中
で
実
現
さ
れ
る
時
、
よ
り
い
っ
そ
う
リ
ア
ル
に
、

主
観
的
で
な
く
よ
り
客
観
的
に
な
り
得
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
建
造
物

で
し
ょ
う
。
私
は
そ
の
問
題
を
研
究
し
、
こ
こ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
行
な
っ

て
き
た
の
と
同
様
に
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
い
く
つ
か
の
ア
ト
リ
エ
に
お
い

て
、
取
り
外
し
可
能
な
彩
色
・
無
彩
色
の
平
面
を
用
い
て
、
こ
の
取
り
組

み
を
実
行
し
て
き
ま
し
た
。

モ
ン
ド
リ
ア
ン
は
「
建
築
」
に
お
い
て
、
新
造
形
主
義
の
実
現
が
達
成
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
。
し
か
し
、
従
来
の
構
造
物
が
持
つ
耐
久
性
に
阻
ま

れ
、
現
実
社
会
に
お
け
る
建
築
の
刷
新
が
物
理
的
・
経
済
的
に
困
難
で
あ
る
と

一
九
二
七
年
の
論
考
「
家
ー
街
路
I

都
市
」
の
中
に
も
そ
の
苦
難
を
表
し

{76l 

て
い
る
。

み
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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モ
ン
ド
リ
ア
ン
は
そ
の
後
も
、
古
い
建
築
を
念
頭
に
置
い
た
現
実
的
な
デ
ザ

イ
ン
を
、
自
ら
の
目
指
す
「
建
築
」
に
お
け
る
新
造
形
主
義
の
実
現
と
は
見
倣

一
九
三
三
年
六
月
二
六
日
、

ロ
ー
ト
宛
て
古
簡
に
は
、
次
の
よ

写
真
に
お
い
て
、
自
分
の
ア
ト
リ
エ
は
「
e
t
u
d
e
」
に
す
ぎ
ず
、
そ
の

{78) 

た
め
、
最
近
の
写
真
は
手
元
に
な
い
の
だ
。

ロ
ー
ト
に
唯
一
見
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
十
年
前
に
手
が
け

た
ド
レ
ス
デ
ン
の
女
性
の
た
め
に
手
が
け
た
内
装
（
図
30)
で
あ
る
と
述
べ
た
。

に
手
が
け
た
内
装
デ
ザ
イ
ン
の
写
真
に
は
、
や
は
り
《
普
遍
的
な
建
築
》
と
記

f79} 

す
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
い
る
。
モ
ン
ド
リ
ア
ン
は
こ
こ
で
、
自
ら
の
ア
ト

リ
エ
に
お
け
る
試
み
を
、
完
成
作
と
し
て
の
《
普
遍
的
な
建
築
》
に
は
及
ば
な

い
、
「
e
t
u
d
e
:
習
作
」
と
し
て
位
置
づ
け
た
。

状
況
を
理
解
し
な
が
ら
も
、

で
は
、
そ
の
よ
う
な
不
完
全
な

モ
ン
ド
リ
ア
ン
が
ア
ト
リ
エ
で
の
試
行
錯
誤
を
続

シ
ャ
ー
ミ
オ
ン
・
ヴ
ォ
ン
・
ウ
ィ
ー
ガ
ン
ド
は
一
九
七
一
年
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ

ー
に
際
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
お
け
る
モ
ン
ド
リ
ア
ン
と
の
交
友
に
つ
い
て
も

語
っ
て
い
る
。
彼
女
は
、

モ
ン
ド
リ
ア
ン
が
絵
画
の
様
式
を
何
度
も
変
化
さ
せ
、

ア
ト
リ
エ
を
訪
ね
た
友
人
ら
の
反
応
を
見
る
の
を
好
ん
で
い
た
と
思
い
返
し
て

け
た
こ
と
に
、
ど
の
よ
う
な
意
義
が
見
出
せ
る
だ
ろ
う
か
。

リ
ア
ン
は
、
古
い
建
築
の
た
め
に
行
な
っ
た
構
成
で
あ
る
た
め
、

し
か
し
後
日
、

一
九
三
一
一
一
年
六
月
二
八
日
、

そ
し
て
、

う
に
あ
る
。

さ
な
か
っ
た
。

一
九
二
六
年

ロ
ー
ト
宛
て
惜
簡
の
中
で
モ
ン
ド

し
く
し
て
い
た
友
人
ら
に
、
折
々
状
況
を
伝
え
て
い
る
。

い
絵
画
を
前
に
議
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
こ
と
が
、
交
友
の
あ
っ
た
イ
ギ
リ
ス

人
彫
刻
家
バ
ー
バ
ラ
・
ヘ
ッ
プ
ワ
ー
ス

(
B
a
r
b
a
r
a
H
e
p
w
o
r
t
h
,
 1
9
0
3
 ,
 
1
9
7
5
)

の

{81) 

証
言
か
ら
分
か
る
。

ア
ル
フ
レ
ー
ト
・
ロ
ー
ト
に
宛
て
た
替
簡
に
は
、
「
時
間
が
あ
れ
ば
常
に
ア
ト

如）

リ
エ
を
入
れ
替
え
て
い
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

か
ら
も
、

モ
ン
ド
リ
ア
ン
が
ア
ト
リ
エ
の
内
装
に
た
び
た
び
手
を
加
え
て
い
た

こ
と
は
よ
く
分
か
る
。
そ
の
背
娯
に
、
絵
画
の
場
合
と
同
様
、
訪
問
者
と
の
対

こ
れ
よ
り
以
前
、
パ
リ
時
代
に
お
け
る
絵
画
の
造
形
変
遷
の
背
景
に
も
、
芸

術
家
と
の
交
流
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
一
九
一
九
年
制
作
の
《
格
子

の
コ
ン
ポ
ジ
シ
ョ
ン

4
二
ひ
し
形
の
コ
ン
ポ
ジ
シ
ョ
ン
》
に
関
し
、
避
け
る

べ
き
「
h
e
r
h
a
l
i
n
g
:
 ~
 り
返
し
」
が
見
ら
れ
る
と
の
指
摘
を
受
け
た
こ
と
が
、
ふ
3
-

モ
ン
ド
リ
ア
ン
か
ら
フ
ァ
ン
・
ド
ゥ
ー
ス
ブ
ル
フ
に
宛
て
た
策
占
か
ら
分
か
る
。

こ
れ
以
降
、
「
繰
り
返
し
]
を
想
起
さ
せ
る
構
図
は
排
除
さ
れ
、
左
右
非
対
称

の
構
成
や
彩
色
に
よ
っ
て
、
動
的
な
リ
ズ
ム
が
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

一
九
三

0
年
代
は
じ
め
、

モ
ン
ド
リ
ア
ン
は
新
た
な
試
み
と
し
て
絵
画
に
一
―

重
線
を
導
入
し
始
め
た
。
モ
ン
ド
リ
ア
ン
は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
も
、
当
時
親

一
日
、

一
九
一
二
二
年
十
月
三

ア
ル
フ
レ
ー
ト
・
ロ
ー
ト
に
宛
て
た
甚
簡
の
冒
頭
で
は
、
二
重
線
を
用

い
た
、
絵
画
に
お
け
る
新
し
い
探
究
で
忙
し
く
、
黒
色
を
排
除
し
て
い
る
と
知

ら
せ
て
い
紐
゜

一
九
一
三
一
年
十
二
月
二
二
日
付
で
ア
ウ
ト
に
宛
て
た
書
簡
で
も
、

話
や
議
論
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
想
像
に
難
く
な
い
。

一
章
で
確
認
し
た
写
真
資
料

ふ
3
l

い
る
。

一方、

一
九
一
三
一
年
十
月
三
一
日
付
、

ロ
ン
ド
ン
時
代
に
も
同
様
に
、

モ
ン
ド
リ
ア
ン
が

ア
ト
リ
エ
に
お
い
て
、

し
ば
し
ば
新
し
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た
。
め
い
め
い
の
芸
術
家
が
、
各
自
固
有
の
道
を
見
出
さ
ね
ば
な
ら
な
か

函｝
っ
た
。

多
く
の
外
国
人
芸
術
家
が
集
う
パ
リ
に
お
い
て
、
彼
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
に
固
有

の
道
を
見
出
し
、
作
品
の
主
題
や
様
式
、
理
論
、
さ
ら
に
は
作
家
自
身
の
独
自

性
を
も
確
立
し
て
い
く
必
要
に
迫
ら
れ
た
。
彼
ら
、
彼
女
ら
の
正
当
な
立
場
を

の
足
跡
へ
と
至
ら
せ
た
か
ら
だ
。
そ
れ
は
一
九
二
五
年
頃
の
こ
と
で
あ
っ

同
時
代
芸
術
家
ら
の
意
見
を
取
り
入
れ
つ
つ
展
開
さ
せ
て
い
っ
た
。
同
際
都
市

同
様
の
こ
と
を
話
題
に
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
対
し
、
そ
の
後
の
ロ
ー
ト

と
の
詳
し
い
や
り
取
り
は
不
明
だ
が
、
以
降
も
線
を
二
重
三
璽
と
重
ね
、
新
た

こ
の
よ
う
に
、

モ
ン
ド
リ
ア
ン
は
絵
画
制
作
に
お
け
る
造
形
的
試
行
に
関
し
、

パ
リ
に
住
ま
い
、
新
し
い
芸
術
に
従
事
す
る
多
く
の
外
国
人
芸
術
家
の
一
人
と

し
て
抽
象
芸
術
理
論
を
提
示
す
る
に
あ
た
り
、
多
少
は
戦
略
的
で
あ
る
必
要
が

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

「
モ
ン
ド
リ
ア
ン
が
私
の
家
に
来
た
時
、
彼
は
イ
ー
ゼ
ル
に
背
を
向
け
て

座
っ
た
。
私
の
絵
画
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
だ
」

九
十
歳
を
迎
え
た
セ
ザ
ー
ル
・
ド
メ
ラ
は
語
る
。
彼
は
微
笑
む
、
と
い
う

の
も
、
こ
の
直
角
の
理
論
家
に
対
す
る
大
い
な
る
称
賛
は
後
に
、
彼
を
次

表
明
す
る
か
の
よ
う
に
、
様
々
な
芸
術
雑
誌
が
国
境
を
越
え
て
行
き
交
っ
た
。

な
ど
、

一
九
二

0
年
代
、

者
ア
ー
サ
ー
・
パ
ワ
ー
に
よ
る
コ
ラ
ム
「
ア
ト
リ
エ
の
周
辺
」
が
掲
載
さ
れ
る

(87) 

モ
ン
パ
ル
ナ
ス
の
芸
術
家
を
対
象
と
し
た
記
事
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
状
況
下
、
主
な
活
動
を
パ
リ
に
移
し
た
モ
ン
ド
リ
ア
ン
は
、
自

身
も
ま
た
パ
リ
の
外
国
人
芸
術
家
と
し
て
見
ら
れ
る
立
場
に
あ
る
こ
と
を
自
覚

モ
ン
ド
リ
ア
ン
の
ア
ト
リ
エ
が
、
そ
こ
を
訪
れ
る
外
国
人
の
眼
差
し
を
意
識
し

函｝

た
空
問
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

パ
リ
と
い
う
国
際
的
な
状
況
の
も
と
で
、

い
を
規
定
し
て
い
っ
た
。
ネ
リ
ー
・
フ
ァ
ン
・
ド
ゥ
ー
ス
ブ
ル
フ
は
、

一
年
の
モ
ン
ド
リ
ア
ン
回
顧
展
に
際
し
、
パ
リ
ヘ
と
移
っ
た
モ
ン
ド
リ
ア
ン
が
、

典
型
的
オ
ラ
ン
ダ
人
の
生
活
ス
タ
イ
ル
を
残
し
な
が
ら
も
フ
ラ
ン
ス
人
と
し
て

振
る
舞
う
様
子
、

フ
ラ
ン
ス
風
の
調
理
を
好
み
、
名
前
か
ら
「

a
」
を
一
っ
取

り
去
っ
た
こ
と
な
ど
を
回
想
し
て
い
る
。
こ
こ
で
彼
女
が
指
摘
す
る
の
は
、
モ

ン
ド
リ
ア
ン
が
フ
ラ
ン
ス
に
対
し
て
特
別
な
感
情
を
抱
い
て
い
た
と
い
う
こ
と

で
は
な
く
、
社
会
的
環
境
に
対
す
る
彼
の
在
り
方
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
次
の

よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

私
は
、

パ
リ
は
国
際
ニ
ュ
ー
ス
の
焦
点
で
も
あ
っ
た
。
『
ヘ

モ
ン
ド
リ
ア
ン
は
自
己
の
振
る
舞

モ
ン
ド
リ
ア
ン
が
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た
時
に
も
、
同
様
の
こ
と
が

起
こ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
よ
り
深
く
に
あ
る
心
理
的
な
動

一
九
七

ド
メ
ラ
を
取
り
上
げ
た
記
事
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

一
九
九

0
年
、
『
エ
ク
ス
プ
レ
ス
・
パ
リ
』
が
セ
ザ
ー
ル

し
て
い
た
だ
ろ
う
。

ラ
ル
ド
』

一
九
二
五
年
十
月
頃
、
ア
ウ
ト
に
宛
て
た
苔
簡
か
ら
も
、

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

な
構
成
を
生
み
出
し
て
い
っ
た
経
緯
を
見
れ
ば
、
肯
定
的
な
反
応
を
得
ら
れ
た

紙
パ
リ
版
に
は
、

美
術
に
関
心
の
あ
っ
た
若
ぎ
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
記

ま
た
、
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も
機
能
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

に
と
ど
ま
っ
た
。

一
方
で
、
絵
画
制
作
の
経
綽
お
よ
び
ア
ト
リ
エ
内
装
の
変
遷

あ
っ
た
ア
ト
リ
エ
を
使
用
し
た
。

パ
リ
を
各
国
の
芸
術
家
が
集
ま
る
文
化
的
中
心
地
と
見
な
し
、

機
づ
け
か
何
で
あ
れ
、
こ
の
よ
う
な
領
向
は
、
自
ら
の
住
ま
う
社
会
的
環

境
の
一
部
で
あ
り
た
い
と
い
う
モ
ン
ド
リ
ア
ン
の
強
い
願
い
を
反
映
し
て

い
ま
し
た
。
モ
ン
ド
リ
ア
ン
は
、
自
身
が
当
時
の
世
界
、
す
な
わ
ち
、

面
i
}

九
二

0
年
代
の
パ
リ
の
一
部
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
の
で
す
。

一
九
二

0
年
代
か
ら
一

110
年
代
に
か
け
て
、

い
た
の
で
あ
る
。

モ
ン
ド
リ
ア
ン
は
、
国
際
都
市

一
人
の
外
国
人

芸
術
家
で
あ
る
自
身
を
、
そ
の
よ
う
な
社
会
環
境
の
一
部
と
し
て
位
置
づ
け
て

モ
ン
ド
リ
ア
ン
は
、
芸
術
家
と
し
て
の
「
社
会
」
と
の
関
わ

り
方
を
意
識
し
つ
つ
、
建
築
・
環
境
•
生
活
と
い
っ
た
幅
広
い
コ
ン
テ
ク
ス
ト

を
ふ
ま
え
た
論
考
を
発
表
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
ん
な
中
、

は
、
新
た
な
理
論
の
実
践
、
そ
し
て
再
構
築
に
あ
た
り
、
身
近
な
生
活
現
境
で

そ
れ
で
も
、
《
普
遍
的
な
建
築
》
に
は
及
ば
な
か
っ
た
「
e
t
u
d
e
:
~
 作
」
と

し
て
の
ア
ト
リ
エ
は
、
雑
誌
等
へ
の
数
厠
の
写
真
掲
載
を
除
き
、
友
人
、

ク
タ
ー
、
美
術
館
関
係
者
と
い
っ
た
、

モ
ン
ド
リ
ア
ン

コレ

モ
ン
ド
リ
ア
ン
の
知
人
に
向
け
ら
れ
る

に
は
、
他
者
の
存
在
を
意
識
し
た
う
え
で
自
ら
の
立
ち
位
置
を
探
り
続
け
る
モ

ン
ド
リ
ア
ン
の
姿
勢
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
社
会
」
に
対
す
る
自
ら
の
芸

術
的
立
場
を
模
索
し
つ
つ
、
試
行
錯
誤
が
日
夜
繰
り
返
さ
れ
る
パ
リ
、
デ
パ
ー

ル
街
の
ア
ト
リ
エ
は
ま
た
、
新
造
形
主
義
の
「
e
t
u
d
e
:
研
究
」
の
場
と
し
て

的
状
況
の
中
に
見
出
せ
る
の
で
あ
る
。

モ
ン
ド
リ
ア
ン
の
ア
ト
リ
エ
は
、
そ
の
特
殊
な
造
形
が
目
を
引
く
あ
ま
り
、

そ
の
場
に
お
い
て
実
現
さ
れ
て
い
た
国
際
的
・
普
遍
的
状
況
、
「
パ
リ
」
と
い

う
具
体
的
な
都
市
環
境
と
の
影
需
関
係
が
看
過
さ
れ
て
き
た
。
デ
パ
ー
ル
街
の

ア
ト
リ
エ
は
、
様
々
な
背
景
を
持
つ
外
国
人
芸
術
家
が
一
新
た
な
芸
術
」
と
い

う
国
際
言
語
を
共
有
し
、

す
場
で
あ
っ
た
。

パ
リ
時
代
、
「
建
築
」

モ
ン
ド
リ
ア
ン
が
新
造
形
主
義
理
論
を
「
公
」
に
示

へ
の
関
心
の
高
ま
り
と
と
も
に
、

モ
ン
ド
リ
ア
ン
は
、

新
し
い
生
活
の
基
盤
と
な
る
よ
り
開
か
れ
た
未
来
の
社
会
に
向
け
て
新
造
形
主

義
を
展
開
さ
せ
て
い
っ
た
。
新
た
な
環
境
に
触
発
さ
れ
、
新
造
形
主
義
は
、
従

来
の
造
形
的
な
理
論
体
系
か
ら
、
よ
り
広
範
で
社
会
的
な
理
念
へ
と
拡
張
・
深

化
し
て
い
く
。
そ
の
動
き
を
支
え
た
環
境
、
人
々
と
の
交
友
を
通
し
て
新
た
な

芸
術
が
生
み
出
さ
れ
る
場
と
し
て
の
ア
ト
リ
エ
は
、
国
際
的
・
普
遍
的
な
「
社

会
」
、
す
な
わ
ち
モ
ン
ド
リ
ア
ン
が
見
た
国
際
都
市
「
パ
リ
」
の
縮
図
と
も
言

え
る
だ
ろ
う
。
社
会
に
対
し
開
か
れ
た
場
と
し
て
の
ア
ト
リ
エ
は
、

モ
ン
ド
リ

ア
ン
の
身
休
性
・
社
会
性
を
担
保
し
、
様
々
な
交
友
関
係
を
含
め
た
「
環
境
」

か
ら
動
的
要
素
を
取
り
入
れ
る
余
地
を
残
し
た
場
と
し
て
、
捉
え
な
お
す
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
モ
ン
ド
リ
ア
ン
が
志
向
し
た
未
来
の
生
活
、

理
想
的
環
境
は
、

一
九
三
九
年
、

ア
ト
リ
エ
の
造
形
的
側
面
よ
り
も
む
し
ろ
、
こ
の
よ
う
な
動

ロ
ン
ド
ン
大
空
襲
の
さ
な
か
に
書
か
れ
始
め
た
論
考
「
芸
術

お
わ
り
に
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son oeuvre, 

Paris: Flammarion. 1956. 

(oo) 
H
E
N
K
E
L
S
,
 Herbert. 

"Mondriaan in 
seinem Atelier I

 Mo
n
d
r
i
a
a
n
 

in 
zijn 
atelier/ 
M
o
n
d
r
i
a
n
 in 
his 
Studio" 
in 
Exh.cat .. 

M
o
n
d
r
i
a
n
.
 

Zeichnungen, 
Aquarelle, 

N
e
w
 Yorker Bilder: teken

切
gen,
aquarellen, 

N
e
w
 Yorkse schilderijen/ drawings, 

watercolours, 
N
e
w
 Y
o
r
k
 

paintings, 
Stuttgart/ 

T
h
e
 H
a
g
e
 /
 N
e
w
 York. 
1980. 
pp.219-285 .. 

C
O
P
P
E
S
,
 Wiets, 
"Photographie 

reproduction 
et 
portraits: 

!'image 

q
u
e
 M
o
n
d
r
i
a
n
 veut 
d
o
n
n
e
r
 de 
lui-meme", 

in 
Exh.cat., 

Mondrian, 

Paris: Centre Georges Pompidou, 2010. 
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(°') 
J
O
O
S
T
E
N
,
 J
 
oop 
M
 .. 
Piet M
o
n
d
r
i
a
n
 catalogue 

raisonne II・III. 

Blaricum. Paris. 
1998. pp.116-122. 
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俣
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姦
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ギ
母
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一
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廿~
o

(::::) 
1¥-'.
、
:,_::--I'-
・
、
全
心
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t--
、ヽ
.
:
,
_
令
—
K
'
I
"
~
l
"
i尽
生
産
'

I~
I~

 母
I
 I
 Im: 国
エ
＇

：
：
：
ー
~
,
-Js,11'
・
、
し
回
4事
潔
造
ぶ
案
咽
廿
(Rijksbureau

voor 

Kunsthistorische Documentatie, ~
 戸
R
K
D
胡
祗
淫
0)

"
M
i
j
n
 
n
i
e
w
e
 
w
e
 s
t
u
k
 
h
a
n
d
e
l
t
 
o.a. 
over't 
d
e
c
o
r
a
t
i
e
v
e
 

n
a
a
r
 
a
a
n
l
e
i
d
i
n
g
 
v
a
n
 
m
i
j
n
 
atelier 
hier 
w
a
a
r
 ik 
e
e
n
 
beetje 

g
e
e
x
p
e
r
i
m
e
n
t
e
e
r
d
 heb. 
Ik 
k
o
n
 niet 
o
p
 
de 
m
u
u
r
 w
e
r
k
e
n
 e
n
 h
e
b
 

m
e
 m
o
e
t
e
n
 bepalen 

tot't 
a
a
n
b
r
e
n
g
e
n
 v
a
n
 eenige 
geschildeerd 

de 

cartons. 
M
a
a
r
 ik 
h
e
b
 n
u
 duidelijk 

gezien 
daft 
best 
mogelijk 

is, 
de 

N.B. 
zoo in 
het 
vertrek. 
D
e
 meubels h

e
b
 ik 
natuurlijk 

ook m
o
e
t
e
n
 

verven. 
Ik 
h
e
b
 v
a
n
 de moeite 

geen spijt 
w
a
n
t
 het 
w
e
r
k
t
 gunstig 

op mijn werk.", 
C
O
P
P
E
S
,
 Wietse, Inventaris v

a
n
 het archief van de 

w
e
r
k
g
r
o
e
p
 M
o
n
d
r
i
a
a
n
 correspondentieproject. 

D
e
n
 Haag, 2008. 

25. 

van Piet M
o
n
d
r
i
a
a
n
 aan T
h
e
o
 en Nelly v

a
n
 Doesburg, nr.041219. 

(益

戸
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翌
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心
）
・
'Bij
Piet 
M
o
n
d
r
i
a
a
n
"
,
 
N
i
e
u
w
 R
o
t
t
e
r
d
a
m
s
e
 
K
r
a
n
t
.
 
in 

P
e
r
s
d
o
c
m
e
n
t
a
t
i
e
 
N
e
d
e
r
l
a
n
d
s
e
 
k
u
n
s
t
n
a
a
r
s
 
(ouder 
materiaal) 

Mondriaan. R
K
D
.
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薩
至

!.1~-:..!
0
心
「
゜
立
—
-
'
-
.
 1¥-','¥; 今
い

如
~
~
ヤ
Iii 
0
 8
4
印
志
品
"
'
~
凶
―
-
'
-
.
1¥-'
、ヽ
:,_
:
:
-
-
ドヽ
如
捏
g
ャ」
(f;::-'--

溢
写
北
荼
）
評
，ヽ
:
,
_
:
:
-
-
ドヽ
印
（
慨
遥
・
{Dll
巽
・
想
こ
・
畦
室
）
＇
咲
悩
海
室
濃

I
~
<
ギ
~
,
I
 I H(

ー
I
汀

.l,l\m(如
~
\
袖

!,l.....)..;.,!O)

(;::;) 
"
W
e
i
 
heeft 
hij 
h
e
t
 
atelier 
getooid 

in 
e
e
n
 
bij 
zijn 
k
u
n
s
t
 

aansluitenden 
trant 
en we! m
e
t
 vierkanten 

gekleurd 
bordpapier. 

w
a
a
r
t
e
g
e
n
 in 
schoone h

a
r
m
o
n
i
e
 een zwarte kast 

hoekt. 
Dit 
alles 

is 
m
a
a
r
 voorloopig, 

een 
definitieve 

inrichting, 
in 
d
e
z
e
 lijn 
z
o
u
 

kostbaar w
e
z
e
n
!
'
,
 Bij 
Piet 
Mondriaan, N

i
e
u
w
 Rotterdamse Krant, 

in 
P
e
r
s
d
o
c
m
e
n
t
a
t
i
e
 
N
e
d
e
r
l
a
n
d
s
e
 
k
u
n
s
t
n
a
a
r
s
 (ouder 
materiaal) 

Mondriaan, R
K
D
.
 

ほ
）
D
e
 Stzjl 
6, 
no.6/7, 
Leiden, 
1924, 
p.86. 

(
姿
¢
墨
-l><'.1-W~

ヤ
裁
埒
『
iト・

r-<1ト
"
"
'
~
』
ざ

I~;:::<
母
壬

l!l!8
蕊
哀

l!l!De
Stijl, 
A
m
s
t
e
r
d
a
m
,
 D
e
n
 

Haag, Complete Reprinted 1968
如
i，¥
旦
戸
{-20)

ぼ
）
"Bij 
Piet 
Mondriaan. :

 He
t
 kristalklare 

atelier-Apologie 
v
a
n
 d
e
n
 

Charleston.", 
D
e
 Telegraaf v

a
n
 z
o
n
d
a
g
 12 
s
e
p
t
e
m
b
e
r
 1926-derde 

blad. 
in 
Persdocmentatie Nederlandse kunstnaars (ouder materiaal) 

Mondriaan, R
K
D
.
 

ぼ
）
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エ
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"J'etais 
v
r
a
i
m
e
n
t
 
touche par l'envoi 

d
e
 
vos s
u
p
e
r
b
e
s
 photos, 

magnifiques 
c
o
m
m
e
 composition 

et 
execution 

et 
je 
crois 
tres 

bien 
c
o
m
 m
e
 r
e
p
r
e
s
e
n
t
a
t
i
o
n
 
d
e
 
la 
personalite.". 

M
o
n
d
r
i
a
a
n
 

correspondentieproject. 
34, 
v
a
n
 Piet 
M
o
n
d
r
i
a
a
n
 aan 
A.E. 
Gallatin, 

nr.260634. 

心
）
BOIS, Yve-Alain, 

"L'iconoclaste", Piel Mondrian: 1872-1944, T
h
e
 

H
a
g
e
/
 Washington/ N

e
w
 York, 1994-1996, pp.313-377. 

（竺）
"Bij 
Piet 
Mondriaan. :

 He
t
 kristalklare 

atelier-Apologie 
van d
e
n
 

Charleston, D
e
 Telegraaf, R

K
D
.
 

ぼ
）
Seuphor. op.cit .. 

pp.156-160. 

（合）
"[ ... ]Cela 
m
e
 rappelle, 

par ailleurs, 
Jes 
dejeuners chez Mondrian. 

II 
couvrait 

u
n
e
 
<Stijl-table>. 

a
u
x
 f
o
r
m
e
s
 geometriques. 

et 
qui 

faisait 
apparaitre 

les 
<polders> 

hollandais 
avec 
u
n
 grand faste 

de 

couleurs.", 
H
a
n
n
a
h
 H
o
c
h
 :
 collages, 
Peintures, 

aquarelles, 
gouaches, 

dessins/ Collagen G
e
m
a
/
d
e
 Aquarelle G

o
u
a
c
h
e
n
 Zeichmmgen. Paris/ 

Berlin, 
1976, p.30. 

(c::;) 
"
M
o
n
d
r
i
a
n
 lived 
at 
26 
rue 
de 
Depart. 
(That building 

has b
e
e
n
 

demolished since. 
to 
m
a
k
e
 m
o
r
e
 r
o
o
m
 for 
the 
Gare Montparnasse.) 

文6



It 
w
a
s
 a
 very exciting room. Light c

a
m
e
 in 
from the 

left 
a
n
d
 from 

the 
right. 
a
n
d
 on 
the 
solid 
wall 
b
e
t
w
e
e
n
 the 
w
i
n
d
o
w
s
 there 
w
e
r
e
 

experimental stunts with colored rectangles of cardboard tacked on. 

E
v
e
n
 the victrola, 

w
h
i
c
h
 h
a
d
 been s
o
m
e
 m
u
d
d
y
 color. 
w
a
s
 painted 

red.", 
C
A
L
D
E
R
,
 Alexander. A

n
 Autobiography with Pictures, 

N
e
w
 

Y
o
r
k
:
 Patheon Books. 1966. pp.112-113. 

（斜）
"
O
u
r
 relationship 

w
a
s
 not 
really 
v
e
r
y
 different 

f
r
o
m
 w
h
e
n
 I
 

k
n
e
w
 in 
Paris, 
f
r
o
m
 1926 or 

1927 onwards. a
n
d
 used 
to 
visit 
h
i
m
 

in 
his 
studio. 
M
y
 brother 
Antoine k

n
e
w
 h
i
m
 well. 
W
e
 w
e
r
e
 both 

c
o
m
m
i
t
t
e
d
 to 
a
n
 
idea. 
a
n
d
 M
o
n
d
r
i
a
n
 
u
s
e
d
 to 
d
e
f
e
n
d
 
his 
o
w
n
 

philosophy -
neo-plasticism -

very strongly. 
His Paris 

studio w
a
s
 a
 

M
o
n
d
r
i
a
n
 in 
space. White, with geometrical shapes of colour on the 

wall.", 
("Mondrian in 

London", Studio International. 
vol.172, 
no.884, 

London, 
1966. 
Dossiers documentaries, M

o
n
d
r
i
a
n
 Piet 
[DOSSIER], 

・
~
:
:
:
-
-
'
立
心

-\s;-1卜
へ
ヽ
.
-R'、い、、

K-1¥-
一：
Bibliotheque Kandinsky, 

~I-'-'BK..>J
恣
巽

0)

ぼ
）
"
M
o
n
d
r
i
a
a
n
 zelf 
interesseerde 

zich 
zeer 
voor d
e
 
uitbreiding 

v
a
n
 zijn 
theorie 
o
o
k
 op ander gebied. 

H
e
t
 
"ruimtelijke" 

w
a
s
 een 

gewichtig onderdeel 
v
a
n
 zijn 
b
e
m
o
e
i
i
n
g
e
n
 
in 
zijn 
werk. 
G
e
e
n
 

wonder. dat 
dit 
zijn 
belangstelling 

voor de 
kunst 
der ruimte 

bij 

uitnemendheid. de 
architectuur. 

d
e
e
d
 toenemen.", Piet M

o
n
d
r
i
a
a
n
 

herdenkingstentoonstelling, A
m
s
t
e
r
d
a
m
.
 1946. p.34. 

（吝）
"
E
e
n
 schilderij 

v
a
n
 Mondriaan, evenals een m

o
d
e
r
n
 g
e
b
o
u
w
 in 

stad of land brengt een ruimte tot 
!even. 

H
e
t
 is 
g
e
e
n
 toeval. 
dat 
M
o
n
d
r
i
a
a
n
 zijn 
latere 
schilderijen 

niet 

binnen een lijst 
isoleert 
v
a
n
 h
u
n
 omgeving. Integendeel. 

hij 
plaatst 

ze in 
de ruimte m

e
t
 de w
e
n
s
 deze ruimte plaatselijk tot 

bepaaldheid 

te 
brengen.", Ibid., 

p.38. 

頃
）
Coppes. op.cit. 

（呉）
M
O
N
D
R
I
A
N
.
 Piet. 
"Natuurlijke 

e
n
 abstracte 

realiteit", 
D
e
 Stijl, 

1919-1920. 
(-l--111
回
弐
挙
,
ti¥<--
や
吐
"Natuurlijke

en abstracte" ..IJ 

恣
涅
ヤ
心
゜
）

~
~
!
.
1
~
心
(
¥
¥--'ざ
H
O
L
T
Z
M
A
N
,
H
a
r
r
y
 a
n
d
 J
A
M
E
S
.
 

Martin S., 
T
h
e
 N
e
w
 A
r
t
 -
T
h
e
 NewL/ife :

 Th
e
 Collected 

Writings of 

Piel Mondrian. Boston, G.K.Hall&Co. 叫
知
琴
゜

(~
) 
M
o
n
d
r
i
a
n
.
 
"
D
e
 realiseering 

v
a
n
 het 
Neo-Plasticisme 

in 
verre 

toekomst en 
in 
d
e
 huidige 

architectuur", 
D
e
 Stijl, 
Mar.1922 (V-3), 

pp.41-47, M
a
y
 1920 (V-5), 

pp.65-71. 

啜
）
"
D
e
 nieuwe esthetiek 

voor de b
o
u
w
k
u
n
s
t
 is 
die 
v
a
n
 de n
i
e
u
w
e
 

schilderkunst. E
n
 de zich zuiverende b

o
u
w
k
u
n
s
t
 staat reeds gereed 

dezelfde 
consequenties te 

verwerkelijken w
e
l
k
e
 de schilderkunst. 

na een zuiveringsproces v
a
n
 Futurisme e

n
 C
u
b
i
s
m
e
 in 
het N
e
o
・

Plasticisme 
realiseerde. 

D
o
o
r
 de 
eenheid 
der 
n
i
e
u
w
e
 esthetiek 

k
u
n
n
e
n
 
b
o
u
w
-
e
n
 
s
c
h
i
l
d
e
r
k
u
n
s
t
 
s
a
m
e
n
 e
e
n
 
k
u
n
s
t
 
v
o
r
m
e
n
 

e
n
 
in 
e
l
k
a
n
d
e
r
 
opgaan.". 

M
o
n
d
r
i
a
n
,
 
"
M
o
e
t
 d
e
 
schilderkunst 

m
i
n
d
e
r
w
a
a
r
d
i
g
 zijn 
aan 
de 
bouwkunst?". D

e
 Stijl 
6, 
no.5. 
Leiden, 

1923. p.64. 

（食）
Mondrian, "Les A

r
t
 et 
la 
beaute 
de notre 

a
m
b
i
a
n
c
e
 tangible". 

Manometre. no.6 
(August 
1924), 
Lyons, 
1924. 
pp.107-108 .. 

Mondrian. 

"L'Architecture future 
neoplasticienne", L'Architecture 

Vivante, 
3, 

no.9 (
A
u
t
u
m
n
 1925). Paris, 

1925, pp.11-13. 

(?is) 
Blotkamp, op. cit .. 

p.139. 

(;;=;) 
Postma. op. cit .. 

pp.65-73. 

（斜）
w; ヽ
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全
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全
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 r
n
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Collectie 
v
a
n
 de 
kunstenaarsbrieven, 

Pieter 
Cornelis 

M
o
n
d
r
i
a
a
n
 

(1872-1944), 1972-A.394. 

（笞）
Mondrian,"Neo-Plasticisme: D

e
 w
o
n
i
n
g
 -
de straat -

de stad", i
 10: 

internationale 
revue, 
nr.l. 
1927, 
pp.12-18., 

Mondrian. "'Le 
H
o
m
e
 -
la 

rue -
la 
cite", 
Vouloir. n.25. 

1927. pp.3-6. 

ば
）
"Ik 
herhaal: 

d
e
 
w
o
n
i
n
g
 m
o
e
t
 niet 
langer 
b
e
e
l
d
e
n
d
 
geslote, 

gescheiden 
zijn. 
D
e
 straat 
evenmin. H

o
e
w
e
l
 zij 
een verschillende 

S6 



functie 
hebben. m

o
e
t
e
n
 zij 
toch 
een eenheid vormen. O

m
 hiertoe 

te 
k
o
m
e
n
.
 zal 
m
e
n
 d
e
 w
o
n
i
n
g
 niet 
!anger m
o
e
t
e
n
 b
e
s
c
h
o
u
w
e
n
 als 

een 
"doos". 
D
e
 idee 
"tehuis" 

(Home. 
sweet h
o
m
e
)
 m
o
e
t
 verloren 

gaan. E
v
e
n
e
e
n
s
 de conventioneele idee 

"straat": 
m
e
n
 zal w
o
n
i
n
g
 en 

straat m
o
e
t
e
n
 b
e
s
c
h
o
u
w
e
n
 als 
de stad. 
die 
een eenheid is, 

g
e
v
o
r
m
d
 

door vlakken die in 
een opheffende tegenstelling g

e
c
o
m
p
o
s
e
e
r
d
 zijn, 

waardoor alle 
afgescheidenheid en uitsluiting 

teniet 
gedaan wordt." 

(Mondrian,"Neo-Plasticisme: D
e
 w
o
n
i
n
g
 -
de straat 

-
de stad", 

ilO. 

p.18.). 

"Je 
conclus: 
L
e
 H
o
m
e
 n
e
 saurait 
plus 
etre 
clos. 
ferme. 
separe. 

L
a
 R
u
e
 non plus. 

T
o
u
t
 en etant 

d'une 
fonction 
differente. 

ces d
e
u
x
 

elements 
doivent 
f
o
r
m
e
r
 u
n
e
 unite. 
P
o
u
r
 aboutir 

a
 cela. 
on 
ne 

saurait 
regarder plus longtemps le 

H
o
m
e
.
 c
o
m
m
e
 u
n
e
 boite 
ou u
n
 

espace 
vide. 
L'idee 
de H
o
m
e
-
H
o
m
e
 S
w
e
e
t
 H
o
m
e
.
 d
e
m
e
u
r
e
 douce 

demeure-
doit 
se 
perdre ainsi 

d
u
 reste 
q
u
e
 l'idee 
<
R
u
e
>
.
 [・・・]II 
faut 

considerer 
q
u
e
 le 
H
o
m
e
 et 
la 
R
u
e
 c
o
m
m
e
 Cite. 
qui 
est 
u
n
e
 unite 

f
o
r
m
e
e
 par des plans c

o
m
p
o
s
e
s
 dans u
n
e
 opposition 

neutralisante 

qui 
annihile 
toute 
exclusivite." 

(Mondrian. 
"Le 
H
o
m
e
 -
la 
rue -
la 

cite". 
Vouloir. p.6.) 
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"Je v
e
u
x
 bien faire 

un petit 
article 
a
u
 sujet indique pour Vouloir, 

vers le 
mois d'aout 

et 
je 
suis 
sensible 
a
 votre 
appreciation 

de m
e
s
 

idees.". 
lvlondriaan 

correspondentieproject. 23, 
van Piet 

M
o
n
d
r
i
a
a
n
 

aan Felix Del Marie. nr.090526. 

海
）

中
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、
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全
心
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尽
控
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H
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R
K
D
.
 

"D. 
Brisy 
m'a 
raconte 
q
u
e
 v
o
u
s
 avez c
h
a
n
g
e
r
 votre 
interieur; 

moi aussi. j'y 
travaille 
plus que d

e
u
x
 mois. ]"en 

ai 
appris 
beaucoup 

ou 
m
i
e
u
x
 b
e
a
u
c
o
u
p
 m'est eclairci 

si 
v
i
o
l
e
m
m
e
n
t
 q
u
e
 j'etais 
posse 

d'ecrire 
u
n
 article: 
ce 
n'est 
pas encore fini 

mais le 
sera 
d
a
n
s
 u
n
 

mois.", 
M
o
n
d
r
i
a
a
n
 correspondentieproject. 

23, 
v
a
n
 Piet 
M
o
n
d
r
i
a
a
n
 

aan Felix Del Marie. nr.260827. 

心
"In
d
e
 
w
e
r
e
l
d
s
t
a
d
 
is. 
o
n
b
e
w
u
s
t
,
 
d
o
o
r
 d
e
 eischen 

v
e
n
 
d
e
n
 

n
i
e
u
w
e
n
 tijd 
een 
vormopheffing bereikt 

w
e
l
k
e
 de oorzaak 

is 
v
a
n
 

het o
p
e
n
 r
y
t
h
m
e
 dat 
de wereldstad ademt. Het is 

er ontstaan 
door 

constructie 
o
p
 allerlei 
gebied. 
door 
verlichting 

e
n
 
reclame. 

[・・・］

R
e
e
d
s
 thans 
is 
deze in 
de wereldstad aanmerkelijk 

m
i
n
d
e
r
 d
a
n
 op 

het land. 
in 
het 
dorp of 
in 
de klein 
stad: 
!outer 
door opheffing van 

vorm.". 
(Mondrian. 

"
D
e
 Jazz 
en 
de Neo-Plastiek", 

ilO. 
nr.12. 
1927. 

p.425.) 

（差）
閉ヽ
;
,
.
_

::--1>--'、
~
~
墨
柑
は

-1€.Z.
"la 

vie"
さ
＇
旦
翌
坦
」
「

-<¾:--I」
「
迅
告
」
心
勾
'

益-(?-,{::!,疫
営
如
如
ぐ
や
.
:
.
,Q
茶
"
*
語
や
さ
荼
目
起

J...Jヤ
「
母
坦
」
如

Ee.:.~゜
（要）

閉
ヽ

:L..:::--1>--;、
全
・

-r'l'-.{',..t..{~f'嘩
ぎ

l~il.l,J
母

<
m
:
1
l.l,J
二
"
R
K
D
.

"
V
o
o
r
 
het 
g
r
o
o
t
e
 
of 
d
e
 
r
e
e
k
s
 
artikelen 

o
v
e
r
 
m
e
n
s
e
n
 e
n
 

maatschappij h
e
b
 ik 
n
o
g
 geen tijd gehad. Ik heb 2

 a
 3
 ma
a
n
d
e
n
 ook 

aan mijn atelier gewerkt. Ik 
hoop dat jelui 

eens komen", Mondriaan 

correspondentieproject, 
63.van 
Piet 
M
o
n
d
r
i
a
a
n
 
a
a
n
 J,J.P.Oud, 

nr.270827. 

（写）
"Bien 
q
u
e
 !'art 
d
u
 passe 
et 
considere 

c
o
m
m
e
 u
n
e
 beaute 
hors 

de la 
vie 
ne soit 
maintenant 

plus 
desirable, 

!'art 
nouveau. par son 

expression nouvelle, est encore u
n
 besoin pour nous. parce qu'il 

peut 

nous pousser vers la 
realization 

dans la 
vie 
d'une 
beaute 
nouvelle 

qui est reelle sur les 
terrains materiels et 

moraux. 

<
S
u
r
t
o
u
t
>
 
!'expression 

c
云
actc
d
u
 r
y
t
h
m
e
 d
e
s
 
oppositions 

equivalentes peut nous faire 
ressentir 

profondement la 
valeur d
u
 

r
y
t
h
m
e
 vital 
et. 
par 
la 
representation 

nouvelle 
<exacte>. 

faire 

c
o
m
p
r
e
n
d
r
e
 u
n
 p
e
u
 le 
contenu veritable 

de la 
vie." 
(
M
O
N
D
R
I
A
N
,
 

Piet. 
"L'Art 
n
o
u
v
e
a
u
 -
la 
vie 
nouvelle". 

Edite 
et 
annote par Jean-

Claude Lebensztejn, Les Cahiers d
u
 lvlusee 
National d'Art Moderne, 

96 



hiver 2010/printemps 2011, 114/115. Paris. 2011. p.45.) 

(;::) 
"
P
o
u
r
 l'avenir. 

la 
neo-plastique 

indique 
sur c
h
a
q
u
e
 terrain. 

u
n
e
 or 
anization 

des ra 
orts 
e
 uivalents 

et 
n
o
n
 
as 
u
n
e
 f
o
r
m
e
 

nouvelle.". Ibid .. 
p.60. 

（笞）
"--・this 
general 
principle 

of 
Neo-Plasticism is 

not 
only applicable 

to 
the 
plastic 
but is 
also 
realizable 

in 
m
a
n
 a
n
d
 therefore 

society." 

(
M
O
N
D
R
I
A
N
.
 Piet. 
"General Principles of Neo-Plasticism", H

o
l
t
z
m
a
n
 

a
n
d
 James. op.cit .. 

p.214.) 

（竿）
"
T
h
e
 
.
 

reahzat10n 
of 
equivalent 

relationships 
is 
of 
the 
highest 

i
m
p
o
r
t
a
n
c
e
 
for 
life. 
O
n
l
y
 in 
this 
w
a
y
 can 
social 
a
n
d
 e
c
o
n
o
m
i
c
 

freedom. 
peace, 
a
n
d
 happiness b

e
 
achieved." 

(Mondrian, 
"
P
u
r
e
 

Abstract Art", H
o
l
t
z
m
a
n
 a
n
d
 James, op.cit .. 

p.224.) 

(~
) 
"・Art'is only 

a・substitute'as 
long 
as 
the 
b
e
a
u
t
y
 of 
life 
is 

deficient. 
It 
will 
disappear in 

proportion as life 
gains in 
equilibrium. 

T
o
d
a
y
 art is 
still 
of the greatest importance because it 

demonstrates 

plastically 
in 
a
 direct 
way, liberated 

of 
individual 

conceptions. 
the 

laws of 
equilibrium.", 

(Mondrian. 
"Pure Plastic 

Art", 
H
o
l
t
z
m
a
n
 a
n
d
 

James. op.cit .. 
p.344.) 

（浮）
"For Mondrian, life 

and art 
w
e
r
e
 really 
one thing. 

His ideal 
w
a
s
 

"true 
life" 
w
h
i
c
h
 h
e
 
defined 
as 
h
u
m
a
n
 life 
freed 
f
r
o
m
 external 

(objective) a
n
d
 internal (subjective) oppression. A

n
d
 art for h
i
m
 w
a
s
 

a
 me
a
n
s
 to 
approach this 

end.", 
("Interview 

with C
h
a
r
m
i
o
n
 v
o
n
 

Wiegand, 
b
y
 Margit Rowell, J

u
n
e
 20. 
1971", 
Piet Mondrian, 

1872-

1
9
4
4
:
 Centennial Exhibition. N

e
w
 York, 1971. p.86.) 
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（唸）
"
M
o
n
p
a
r
n
a
s
s
e
 est 
peuple 
d
'
h
o
m
m
e
s
 et 
de f
e
m
m
e
s
 de toutes 

les 

nationalites 
sans c
o
m
p
t
e
r
 c
e
u
x
 qui 
ne sont 
pas bien 

fixes 
sur ce 

point; 
mais ii 
n'empeche q

u
e
 !'amour de !'art, 

plus 
q
u
e
 toute 
autre 

chose, 
a
 pousse tous ces 

gens a
 venir a
 Paris.", 
W
A
R
N
O
D
,
 Andre. 

Les Berceaux de la jeune peinture :
 Montmartre, Montparnasse, 

Paris 

:
 A. Michel. 1925. p.7. 

（念）
"
L
 a
 p
o
p
u
l
a
t
1
0
n
 
d
e
 
M
o
n
t
p
a
r
n
a
s
s
e
 
est 
c
o
m
p
o
s
e
 
d'art1stes 

a
p
p
u
r
t
e
n
a
n
t
 a
 tous 
les 
p
a
y
s
 
d
u
 m
o
n
d
e
 ancient 

et 
n
o
u
v
e
a
u
.
 

Americains, J
 
aponais, 
Scan din aves, 

toutes les 
especes de Russes, et 

encore tous Jes 
gens d
u
 Mittel Europa, Tcheques, Tchecoslovaques, 

nationaux de pays dont les frontiers ont ete traces par les 
diplomats 

au tour d'un ta pis vert.", Ibid .. 
pp.160-161. 

(
O
)
 
"
L
 

.,., 
a
 vo
g
u
e
 de Montparnasse commeni;a auss1tot 

apres la 
guerre. 

L
e
s
 
petits 
bars 
populaires. 

les 
m
o
d
e
s
t
e
s
 cafes 
grandirent 

et 

devinrent 
plus 
brillants, 

plus 
luxueux. Ils 

ont 
petit a
 petit 
range 

toutes 
les 
boutiques. 

qui 
les 
entouraient. 

L
e
 carrefour 

V
a
v
i
n
 est 

d
e
v
e
n
u
 le 
centre d'une i

m
m
e
n
s
e
 kermesse. Montparnasse, carrefour 

d
u
 l'vlonde!", Ibid., 

pp.357-358. 

ば
）
"La paix 

revenue, 
u
n
e
 ere 
fabuleuse 

s'ouvrit a
 Montparnasse. 

celle 
qui 
allait 
e
n
 
faire 
p
o
u
r
 
dix 
ans 
la 
principale 

attraction 

internationale. 
O
n
 assista a
 un
e
 reedition 

d
e
 la 
ruee 
vers l'or a
 

laquelle 
participerent 

des hordes d'artistes, 
d'ecrivains 

et 
de ces 

etres 
incertains 

q
u
e
 l'on 
rencontre 

dans tous les 
lieux 
o
u
 la 
vie 
a
 

la 
fievre. 
[
…
)
 O
n
 avait 
v
u
 revenir carrefour 

Vavin. 
au 
lendemain 

de !'armistice, 
Jes 
survivants d

u
 massacre, 

puis. 
dans Jes 
mois qui 

suivirent. 
ceux qui, 

pour des raisons 
diverses, 

etaient 
rentres 
chez 

eux. 
o
u
 etaient 
alles 
passer les 

annees noires a
 l'etranger 
:
 Pascin, 

Mane-Katz. P
o
u
g
n
y
,
 Chirico, 

Je 
d
o
u
t
e
u
x
 E
h
r
e
n
b
o
u
r
g
,
 charge 
d
e
 

la 
p
r
o
p
a
g
a
n
d
e
 des 
Soviets 
d
a
n
s
 
les 
milieux 
litteraires, 

Chagall. 

!'austere 
Mondrian. baptise≪Niet M

o
n
d
r
i
a
n
≫
p
a
r
 Dali, 
qui 
reprit 

rue 
d
u
 Depart, indifferent 

a
u
x
 putains guettant Je 

client 
sous son 

じ-
porche, 
sa 
vie 
pasteurisee, 

aseptisee, 
deshydratee ... 

Bient6t, 
ce 
fut 

o
,
 



「invasion.
L
a
 liberte 
des communications enfin 

retablie, 
autant q
u
e
 

Jes 
bouleversements politiques 

et 
geographiques p

r
o
v
o
q
u
e
s
 p
a
r
 

la 
guerre, 
!es 
revolutions 

et 
la 
guerre civile. 

firent 
deferler sur le 

boulevard d
u
 Montparnasse des foules 

multicolores de peau et 
de 

veture 
venues d
e
 Lituanie. 

d'Ukraine. 
de Pologne, 

de Roumanie.". 

C
R
E
S
P
E
L
L
E
,
 Jean-Paul, 

L
a
 Vie 
quotidienne d

 Montparnasse d
 la 

G
r
a
n
d
e
 Epoque. 1905-1930, Paris: Hachette, 1976. p.122. 

（笞）
Ibid., 
p.95. 

('"") 
"L 

i
n
 
e
 contre de toute cette act1v1te eta,t 

P
a
n
s
 et. 
dans Paris m

e
m
e
.
 

Montparnasse. E
p
o
q
u
e
 vivace ou, 

a
 la 
terrasse d

u
 cafe d
u
 D
o
m
e
 on 

pouvait, 
la 
m
e
m
e
 journee, 

rencontrer 
Marinetti 

de passage. 
G
a
b
o
 

arrivant 
de 
Berlin. 
C
e
n
d
r
a
r
s
 rentrant 

d'Amerique, 
D
e
l
a
u
n
a
y
 en 

vadrouille. 
A
r
p
 a
 la 
recherche de quelqu'un, 

T
z
a
r
a
 et 
E
h
r
e
n
b
o
u
r
g
 

impassibles; 
o
n
 
pouvait 
y
 affronter 

H
a
n
s
 Richter, 

se 
disputer 

a
v
e
c
 
V
a
n
 D
o
e
s
b
u
r
g
 o
u
 
a
v
e
c
 
Kiesler, 
ecouter 
!es 
discoureurs 

internationaux 
s'enivrer 

d
'
e
u
x
-
m
e
m
e
s
:
 
o
n
 
pouvait 
m
e
m
e
 s'y 

ennuyer.", 
S
E
U
P
H
O
R
.
 Michel. Dictionnaire de 

la 
Peinture abstraite. 

Paris. 
1957, pp.51-52. 

（芯）
"Cette 
epoque, d

e
 
1920 
a
 1930. 
etait 
aussi 
celle 
ou foisonnaient 

Jes 
revues d'avant-garde. II 

y
 en avait 
dans tous !es 

pays d'Europe 

et 
J'art 
abstrait 
y
 occupait 

souvent u
n
e
 place 
impoetante. Elles 

s'echangeaient entre ells 
et 
echangeaient aussi 

leurs collaborateurs. 

U
n
e
 sorte 
d'internationale 

de !'art 
d'avant-garde 

se 
trouvait 
ainsi 

realisee.", Ibid., 
pp.50-51 

(ID 
叫
"Vo1c1
!es 
n
o
m
s
 de quelque-uns de ces revues. 

m
e
m
o
r
a
b
l
e
s
 pour 

leur 
courage et 

leur 
independance :

 De
 Stijl, 
M
e
c
a
n
o
 et 
T
b
e
 next 

call 
e
n
 Hollande; H

e
t
 Overzicht et 

(:a 
ira! 
a
 Anvers; Anthologie a

 

Liege; 
Sept arts 

et 
!'Art 
fibre 
a
 Bruxelles; L

a
 vie 
des 
lettres 
et 
des 

arts. 
L'esprit nouveau, Les feuilles fibres, 

Orbes, 
L
'
四
1/
dur, 
Cercle et 

Carre. 391, L
e
 bulletin de !'Effort m

o
d
e
r
n
e
 et 
le 
M
o
u
v
e
m
e
n
t
 accel
威

a
 Paris 
:
 Ma
n
o
m
e
t
r
e
 a
 Lyon: Zenith 

a
 Belgrade, 

Contemporanul et 

P
u
n
k
t
 a
 Bucarest: Zwrotnica et 

Bloc a
 Varsovie: M

a
 a
 Vienne: M
e
r
z
 

a
 Hanovre: P

a
s
m
o
,
 Disc et 
Stavba en Tchecoslovaquie :

 De
r
 S
t
u
r
m
 

et 
G
 (Gestaltung) a

 Berlin: A.B.C. a
 Zurich.". Ibid .. 

p.51 

ぼ
）

出
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匡

1
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1
1
1
0
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]H=irn'RKD. 

.. _「
ai
fait 
u
n
e
 nouvelle 

brochure pour m
i
e
u
x
 faire 
c
o
m
p
r
e
n
d
r
e
 la 

Neoplastique. U
n
e
 partie 
v
a
 parai'tre 

le 
15 
avril 
dans le 
d
e
u
x
i
e
m
e
 

n
u
m
e
r
o
 de
《Cercle
et 
Carre
》.
Je 
ne sais pas si 

S
e
u
p
h
o
r
 vous a
 ecrit 

deja 
a
u
 sujet 
de cette 
revue, 
qui 
est 
u
n
 p
e
u
《m
e
l
a
n
g
e
》
mais
qui 

tache 
d'etre 
plus large 

q
u
e
 !es 
revues en general. I…

)
 Entin. 
il 
faut 

etre 
u
n
 
p
e
u
 large 
pour pouvoir etre 

en 
contact 
avec 
le 
public.", 

M
o
n
d
r
i
a
a
n
 correspondentieproject. 

70, 
v
a
n
 Piet 
M
o
n
d
r
i
a
a
n
 
aan 

Alfred Roth, nr.250330. 

（お）
閉
、
:
<
.
.
:
:
:
-
-
ド
、
全
心
ロ
ー
丑
尽
令
垣
'

1~11111
母

l
匹

I
O
J
O
 

"P.S. 
V
o
u
s
 p
e
n
s
e
z
 
aussi 
a
 la 
possibilite 

q
u
e
 l'ecole 
a
 G
e
n
e
v
e
 

editera 
m
a
 chose. Si 

je 
ne m
e
 t
r
o
m
p
e
 pas. m
o
n
 livre c'est justement 

le 
content de 

leur 
effort. 
Q
u
a
n
d
 Mr. B
a
c
k
l
u
n
d
 etait 
chez moi, 

et 

[que) 
je 
parlais 
de 
m
o
n
 ecriture. 

ii 
proposa plus 

ou moins de l'idee 

de la 
traduire en Suedois. Cela m

e
 ferait grand plaisir. 

M
a
i
s
 d'abord 

je 
voudrais l'editer 

en frani;ais.", 
L
E
M
O
I
N
E
.
 Serge, Piel M

o
n
d
r
i
a
n
/
 

Al/red R
o
t
h
;
 Correspondance. Paris: Gallimard, 1994, pp.67-68. 

（院）
閉
ヽ
:<..:::--r,...
入
全ヽ
S
ロ
ー
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祐
le'

I~11111
母

11o:r::1l<'.m0

"Je 
ne sais 
pas evidemment, s'il 

aurait 
senti 
quelque chose 

pour 

ete 
incline 
d'editer m

a
 chose, mais ii 

y
 a
 une possibilite, 

raison pour 

laquelle je 
n'ai 
pas envoye m

a
 lettre 
apres q
u
e
 vous m
a
 parle[z) 
de 

votre idee 
d'examiner la 

possibilite 
de l'editer 

a
 Geneve. Cela serait 

pour m
o
i
 une grande joie, 

parce q
u
e
 vous c
o
m
p
r
e
n
e
z
 q
u
e
 moi je 
ne 

suis 
pas la 
personne adequate a

 chercher u
n
 editeur! 
Seulement je 

voudrais l'avoir 
edite en frani;ais -

langue internationale.", Lemoine, 

op. cit .. 
p.69. 
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Collectie 
v
a
n
 de kunstenaarsbrieven, Pieter 

Cornelis 
M
o
n
d
r
i
a
a
n
 

(1872-1944). 1972-A.390. 
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 FC. 

"Beste Bob. 
ik 
h
a
d
 je 
zeeds willen 

schrijven 
en 
d
a
n
k
e
n
 voor je 

brief 
m
a
a
r
 ik 
w
e
r
k
 w
e
e
r
 eerden tot 

laat 
op't 
atelier 
nu't 
niet 
m
e
e
r
 

zoo heet er is 
(anders m

o
e
t
 ik 
n
u
 in't 
kamertje terug trekken) e

n
 

ook ben ik 
m
e
t
 de vertaling v

a
n
 het tweerde muziek-artikel 

uit 
de 

Stijl 
bezig dat 

k
o
m
t
 d
a
n
 ook in 
dat 
Franse 
blad. 
I…
I
 Ev
e
n
m
i
n
 als 

D
e
 Stijl 
kan't blad (La Vie des Lettres et 

des Arts) honorarium geen 

m
a
a
r
 ik 
b
e
n
 al 
blij 
dat 
ik 
n
u
 een 
grooter 
kring v
a
n
 lezers 
heb.", 

Collectie 
v
a
n
 d
e
 kunstenaarsbrieven. Pieter 

Cornelis 
M
o
n
d
r
i
a
a
n
 

(1872-1944), 1972-A.402. 
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"
Q
u
a
n
t
 a
 votre 
aimable offerte 

des exemplaires de m
a
 brochure 

q
u
e
 v
o
u
s
 m
e
 proposez d

e
 remettre je 

l'accepte 
volontiers. 

Je 
n
e
 

crois pas de les 
mettre chez des libraires mais a

 des expositions etc. 
et a
 I'etranger. J

 
e
 vous off re 

de mettre le 
transport a
 me
s
 frais.". 

Mondrian, Paris: Centre Georges Pompidou, 2010, p.135. 

（器）
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入
全
心
ロ
ー
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尽
紅
匡
l
祐
ii
I
母
<m::-l(mo

“・・・；
avec !'armistice 

rentre a
 Paris, 
全
岬
publie m
a
 brochure 《L

e

N
eo-plasticism

e>
e
t~
且又
Q
des 
differents 

articles 
dans des 

revues 

frani;aises 
et 
internationales. 

Y
o
u
s
 p
o
u
v
e
z
 dire 
q
u
e
 je 
travaille a
 

u
n
 livre 
social 
base 
sur 
des verites 

trouvees dans l'art.", 
Lemoine, 

op.cit., 
p.62. 

（怨）
Archives de la 

Bibliotheque 
Kandinsky, Zervos et 

Cahiers d'art, 

Paris: Centre Pompidou. 2011. pp.83-100. 

（芯）
出、、::<...;:---~;ヽ

会
心
ロ
ー
--'-t
尽
色
§
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"Je suis content q
u
e
 vous aimez m

o
n
 article dans cahier d'art. P

a
r
 

notre 
ami Giedion vous serez au courant de la 

conference pour u
n
 

m
u
s
e
e
 contemporain. C'est une b

o
n
n
e
 idee. 
n・est-ce 
pas? Jai envoye 

a
 M. Giedion m

a
 reponse sur le 

questionnaire. Je 
suis sur q

u
e
 vous 

etes 
d'accord avec m

a
 conception, et j'aimerais 

de vous en parler.", 

Lemoine, op.cit .. 
p.62. 

（坦）
閉ヽ
::.,_=---I'-..;ヽ

念
3
ロ
ー
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生
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I
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"
Q
u
a
n
t
 a
 la 
question 

d
u
 m
u
s
e
e
 contemporain. cela 

est 
remis a
 

plus 
tard a
 cause d
u
 m
a
u
v
a
i
s
 t
e
m
p
s
 economique. M

o
i
 je 
n'ai 
pas 

envoye u
n
 projet pour le 

m
u
s
e
e
 (parce q
u
e
 je 
ne suis pas architecte) 

mais j'en 
[ai] 
indique J"organisation.", Lemoine, op.cit., 

p.65. 

海
）
"I 
w
o
u
l
d
 regard 
a
 contemporary m

u
s
e
u
m
 as 
truly 
international 

a
n
d
 therefore 

generally 
useful 
only 
if 
established 

in 
Paris, 
the 

center of 
W
e
s
t
e
r
n
 civilization. 

E
v
e
r
y
o
n
e
 visits 
Paris, 
e
v
e
r
y
o
n
e
 

could 
benefit 
from it. 
[…] T
h
e
r
e
 should also 

be a
n
 international art 

committee to 
m
e
e
t
 periodically 

in 
Paris, 
c
o
m
p
o
s
e
d
 of 
architects. 

painters, 
a
n
d
 sculptors. 

the 
leading 
representatives of 

the 
various 

n
e
w
 tendencies in 

art. 
This committee w

o
u
l
d
 choose one or 

m
o
r
e
 

architects 
to 
design a

 mo
d
e
r
n
 a
n
d
 practical 

building for 
the 
n
e
w
 

m
u
s
e
u
m
.
"
 
(Mondrian,"An 

International 
M
u
s
e
u
m
 of 
C
o
n
t
e
m
p
o
r
a
r
y
 

Art". H
o
l
t
z
m
a
n
 a
n
d
 James, op.cit .. 

p.242.) 

(~
) 
"Bien 
q
u
e
 !"expression 

plastique 
nouvelle 

soit 
n
e
e
 
sur 
le 
sol 

d
u
 nord. 
elle 
n'est 
pas c
o
m
p
l
e
t
e
m
e
n
t
《
nordique

》
d
e
sa 
nature. 

L'influence 
latine 
y
 est 
preponderante. 

D'abord, 
ses 
fondateurs 

n'etaient pas tous de p
u
r
 s
a
n
g
 nordique. ensuite !"influence 

de Paris. 

centre 
de 
reunion 
des 
races, 
est 
visible 
dans cet 

art. 
Paris. 
cette 

ville 
qui a
 vu
 naitre 
le 
futurisme et le 

cubisme, cette 
metropole qui, 

malgre des conventions et 
ses edifices 

anciens. 
poussait a
 l'abstrait 

par 
sa 
vie 
intense 
et 
acceleree 

aussi 
bien 
q
u
e
 par son 

a
m
b
i
a
n
c
e
 

materielle, 
influeni;ait 

e
g
a
l
e
m
e
n
t
 rart 
abstrait 
pur, 
la 
nouvelle 

O'> 
plastique." 

(Mondrian, 
"L"Expression 

plastique 
nouvelle 

d
a
n
s
 la 

cr, 



peinture", Cahiers d'Art, 1. 
no.7. Paris, 1926, p.181.) 

海
）
"
D
a
n
s
 la 
tendance qui 

s'etait 
developpee a

 Paris 
non seulement 

!'influence 
d
u
 c
u
b
i
s
m
e
 est 
remarquable, 

mais aussi 
celle 
de Paris 

m
e
m
e
 c
o
m
m
e
 ville. 
L
e
s
 plans e
n
o
r
m
e
s
 des 
batiments. 

souvent 

colores 
par l'affichage, 

poussaient egalement vers la 
peinture p

a
r
 

J>lans. 
C'etait 
u
n
e
 des 
causes exterieures -

a
u
 fond c'etait 

!'esprit 

d
u
 temps n
o
u
v
e
a
u
 qui 
se 
manifestait 

d
e
n
s
 differents 

p
a
y
s
 et 
d
e
 

differentes 
m
a
n
i
e
r
e
s
 mais 
toujours 

h
o
m
o
g
e
n
e
s
 d
a
n
s
 le 
sens 
d
e
 

l'abstrait.", Ibid .. 
p.182. 

（忌）
"Although Neo-Plastic originated in 

Holland 
during the 

war. it 
is 

not 
Nordic in 

character. 
precisely 

because it 
sprang from m

o
d
e
r
n
 

international 
m
o
v
e
m
e
n
t
s
 -
especially 

C
u
b
i
s
m
 -
through direct 

or 

indirect 
contact 
b
y
 its 
creators. 

Their publication, 
D
e
 Stijl, 
b
e
c
a
m
e
 

m
o
r
e
 international after the war. a

n
d
 s
o
m
e
 Neo-Plasticists returned 

or 
m
o
v
e
d
 to 
Paris. 
In 
fact. 
all 
the 
m
o
v
e
m
e
n
t
s
 of 
m
o
d
e
r
n
 art 

originated or developed in 
Paris, that prodigious international center 

of 
civilization. 

T
h
e
 n
e
w
 spirit 
can 
be 
realized 
only 
through 
the 

shared values of 
peoples a
n
d
 races. 
[…] T
h
e
 Neo-Plastic 

m
o
v
e
m
e
n
t
 

w
a
s
 also 
propagated 

b
y
 the 
periodicals 

Vouloir and ilO, 
a
n
d
 n
o
w
 

the 
m
a
g
a
z
i
n
e
 Cercle 
et 
Carre." 
(
M
O
N
D
R
I
A
N
.
 Piet. 
"
C
u
b
i
s
m
 a
n
d
 

Neo-Plastic", H
o
l
t
z
m
a
n
 a
n
d
 James. op.cit., 

p.240.) 

([2) 
Troy, op.cit., 

p.82. 

ば
）
"
_
 
E
t
 
v
o
u
s
 
a
v
e
s
 
t
r
o
u
v
e
 
!
'
a
t
m
o
s
p
h
e
r
e
 
culturelle, 

enfin 

「a
t
o
m
o
s
p
h
e
r
e
des 
artistes 
a
 Paris 
tres 
differente 

de 
ce 
qui 
se 

passait 
e
n
 A
l
l
e
m
a
g
n
e
?
 -
O
h
 oui, 
q
u
a
n
d
 m
e
m
e
 en 
vivant 
a
 Berlin 

dans le 
temps. !es 

arts plastiques n'y jouaient pas un grand role, 
et 

q
u
a
n
d
 je 
suis 
v
e
n
u
 a
 Paris. 
j'ai 
ete 
m
e
m
b
r
e
 a
u
t
o
m
a
t
i
q
u
e
m
e
n
t
 de 

abstraction creation, parce qu'on m'avait deja ecrit a
 Berlin pour m

e
 

d
e
m
a
n
d
e
r
 si 
je 
voulais en etre m

e
m
b
r
e
.
 et 
je 
m
e
 suis adresse a

 eu
x
 

tout 
de suite, 

pour etre 
regulierement invite. 

-
C'est 
a
 dire 
qu・an 

fond, 
Paris 
vous paraissait 

plus 
riche 
sur le 
plan 
de 
la 
la 
creation. 

de !'abstraction. 
-
sur !'abstraction. 

oui.", 
("Interview M

.
 Domela, 16 

m
a
r
s
 1978 :
 Th
e
m
e
 Paris-Berlin", 

Dossiers documentaries, D
o
m
e
l
a
 

Cesar [DOSSIER]. B
K
)
 

索
）
"
M
a
n
y
 f
o
r
e
i
g
n
e
r
s
 
o
n
 
the 
b
o
u
l
e
v
a
r
d
.
 
T
h
e
 b
o
u
l
e
v
a
r
d
 
is 

international. 
L
a
n
g
u
a
g
e
 not 
yet. 
L
a
n
g
u
a
g
e
 lags 
far 
behind. 
In 

m
u
c
h
 it 
is 
ahead. 
In 
literature: 

w
h
y
 m
u
s
t
 one always describe 

a
n
d
 

circumscribe? 
A
 N
e
g
r
o
 -
the 
boulevard is 

international. 
N
o
t
 all 

internationals understand one another. T
h
e
r
e
 are m
a
n
y
 religions at 

the s
a
m
e
 time." 
(Mondrian. "Les G

r
a
n
d
s
 Boulevards", H

o
l
t
z
m
a
n
 a
n
d
 

James. op.cit .. 
p.127.) 

ぼ
）
"Les plans 

rectangulaires 
de 
differentes 

dimensions et 
couleurs 

font voir que l'internationalisme ne comporte pas u
n
 chaos ou regne 

la 
monotonie. mais une unite 

ordonnee et 
nettement divisee. 

[・・・］

D
e
 m
e
m
e
.
 clans 
l'ordre 
international 

de J'avenir, 
les 
differents 

pays, 

tout 
en etant 

mutuellement 
equivalents. 

auront 
leur valeur propre 

et 
differente. 

II 
y
 aura 
des frontieres 

seront justes, 
proportionnees 

a
 la 
valeur 
d
u
 p
a
y
s
 e
n
 rapport avec la 

federation 
generale. 

C
e
s
 

frontieres 
seront 
nettement limitees. 

mais n
o
n
 pas
《fermees

》
;
pas 

de douanes. pas de cartes d
e
 travail. 
Les
《etrangers

》
ne
seront plus 

envisages c
o
m
m
e
 des m
碑
ques."
(Mondrian, "L'Art n

o
u
v
e
a
u
 -
la 
vie 

nouvelle", Edite et 
annote par Jean-Claude Lebensztejn, op.cit .. 

p.64.) 

(i'.!) 
"La Place d'Opera a

 Paris nous prouve une meilleure i
m
a
g
e
 de la 

vie 
nouvelle 
q
u
e
 bien 
des theories 

1か
dessus.
[…] L
e
 progres entier 

de 
la 
civilisation 

(la 
vie 
actuelle) 

v
a
 i
n
c
o
n
s
c
i
e
m
m
e
n
t
 
et 
souvent 

faussement dans la 
direction de la 

vie 
nouvelle.", Ibid .. 

p.69 

('°) 
"
T
 

c---
o
 m
o
v
e
 the 
picture 
m
t
o
 o
u
r
 surroundings a

n
d
 give 
1t 
real 

existence 
has 
b
e
e
n
 m
y
 ideal 
since 
I
 ca
m
e
 to 
abstract 

painting. 

[--・] 
I
 feel 
that 
painting 

can b
e
c
o
m
e
 m
u
c
h
 m
o
r
e
 real. 
m
u
c
h
 less 

subjective. 
m
u
c
h
 m
o
r
e
 objective. 

w
h
e
n
 its 
possibilities 

are 
realized 

OOI 



in 
architecture 

in 
s
u
c
h
 a
 w
a
y
 that 
the 
painter's 

capabilities 
are 

joined 
with constructive 

ones. 
B
u
t
 then the 

constructions w
o
u
l
d
 

b
e
c
o
m
e
 very expensive; 

they w
o
u
l
d
 require 
a
 pretty 
long time for 

execution. 
I
 ha
v
e
 studied 
the 
problem a

n
d
 practiced 

the 
approach 

with removable color 
and non-color planes in 

several of 
m
y
 studios 

in 
Europe, just 

as 
I
 ha
v
e
 d
o
n
e
 here 
in 
N
e
w
 York." 
(
S
W
E
E
N
E
Y
,
 

J
a
m
e
s
 Johnson. 

"
A
n
 Interview 

with Mondrian", M
o
n
d
r
i
a
n
:
 
T
h
e
 

M
u
s
e
u
m
 of M
o
d
e
r
n
 A
r
t
 Bulletin. vol. 

XII, no.4. 
1945. p.16.) 

ぼ
）
"Ongelukkigerwijze is 

er 
in 
onze 
dagen niet 

veel 
te 
"scheppen" 

en m
e
n
 is 
g
e
d
w
o
n
g
e
n
 te 
m
i
d
d
e
n
 der beeldende uitdrukking van het 

verleden 
te 
/even. 
D
e
 enkelingen 

en 
de 
groepen. 

die 
zich 
van het 

verleden 
losmaken, 

lijden 
door deze 

d
e
p
r
i
m
e
e
r
e
n
d
e
 
uitdrukking. 

Zij 
h
e
b
b
e
n
 een 
nieuwe wereld gevonden, die 

zich 
echter 
n
o
g
 niet 

verwezenlijkt. 
E
v
e
n
w
e
l
 al 
lijdende 
ontstaat 

de 
verwezenlijking 

h
u
n
n
e
r
 ideeen enzij 

h
e
b
b
e
n
 niet 
anders te 

doen dan die 
te 
toonen. 

en 
zooveel 
te 
scheppen 

als 
de 
achter!ijke 

m
a
s
s
a
 h
u
n
 veroorlooft. 

D
e
z
e
 leeft 
bij 
voorkeur in 

het 
verleden. 

E
n
 o
m
d
a
t
 zij 
de 
m
a
c
h
t
 

in 
h
a
n
d
e
n
 heeft 
e
n
 
het 
materiaal 

d
u
u
r
z
a
a
m
 e
n
 
kostbaar 

is, 
is 

een a
l
g
e
m
e
e
n
e
 vernieuwing thans onmogelijk.", 

(Mondrian,"Neo-

Plasticisme: D
e
 w
o
n
i
n
g
 -
de straat -

de stad", ilO. 
p.13.). 

"Malheureusement. de nos jours, 
la 
difficulte 

de creer est 
tres 

grande et 
nous force 

a
 vivre 
dans !'expression 

plastique 
d
u
 passe. 

L
e
s
 individus 

et 
les 
g
r
o
u
p
e
s
 qui 
se 
sont 
detaches d

e
 
J'emprise 

passeiste 
souffrent 

de 
cette 
expression 

deprimante. Ils 
ont 
trouve 

u
n
 m
o
n
d
e
 n
o
u
v
e
a
u
 qui 
ne 
se 
realise 
pas 
encore. 
Toutefois. 

e
n
 

souffrant. 
ils 
font 
naitre 
la 
realisation 

de leurs 
idees. 
et 
autant q
u
e
 

leur p
e
r
m
e
t
 la 
m
a
s
s
e
 arrieree, 

c
h
a
q
u
e
 creation 

est 
une lumineuse 

demonstration. Cette m
a
s
s
e
 a
i
m
e
 vivre dans le 

Passe. et 
c
o
m
m
e
 elle 

possede le 
Pouvoir, 
et 
c
o
m
m
e
 d'autre 
part 
la 
matiere 
est 
durable 

et 
chere, 
il 
s'ensuit 
qu'une 
renovation 

generale 
et 
rapide 
est 
pour 

aujourd'hui 
presqu'impossible.". 

(Mondrian, 
"Le H
o
m
e
 -
la 
rue -
la 

cite", 
Vouloir. p.3.) 

(f:::) 
閉ヽ
!t...::--f>._,ヽ

令
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"Ik 
vind 
volstrekt 

niet't 
huis-om-zich-zelf maken. M

a
a
r
 als 
alleen 

"een 
huis" 
mogelijk 

is 
en 
g
e
e
n
 stad. 
d
a
n
 
m
a
a
k
 in'thuis-als-Neo-

Plastic. 
Zeker, o
p
 den d
u
u
r
 gaat het 

geheel 
zoowel als 

d
e
 deelen 

aan het N.P. 
voldoen -

m
a
a
r
 die 
d
u
u
r
 is 
we! heel Jang. 

D
a
t
 g

a
a
t~

 

langzaam.", 
Collectie 

v
a
n
 de 
kunstenaarsbrieven. 

Pieter 
Cornelis 

M
o
n
d
r
i
a
a
n
 (1872-1944), 1972-A.393. 

ぽ
）
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"
Q
u
a
n
t
 a
u
x
 photos. 
m
o
n
 atelier 
n'est 
qu'une
《etude
》
et
je 
n'en 

ai 
pas de photos 

recentes. 
L
a
 seule 
q
u
e
 je 
pourrais 
montrer c'est 

cette 
photo d'un 

interieur 
q
u
e
 je 
faisais 
ii 
y
 a
 10 
ans 
p
o
u
r
 
u
n
e
 

d
a
m
e
 a
 Dr
e
s
d
e
n
 (ne 
pas confondre)

皿
fil
Mallet-Stevens-celui-ci 

m'a d
e
m
a
n
d
e
 m
e
s
 photos pour [de 

la] 
maquette de 

theater afin 
d
e
 

les 
montrer a

 un
e
 de ses conferences :

 c'est 
ceci 
qui 
vous a
 cause 

malentendu.", 
M
o
n
d
r
i
a
a
n
 correspondentieproject, 

70. 
v
a
n
 
Piet 

M
o
n
d
r
i
a
a
n
 aan Alfred Roth. nr.260633. 

（忌）
中、、
!t...::--f>._,、

全ヽ
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ロ
ー
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母
4む
ミ
I
又
工
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K
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"J'ai 
reflechi encore sur le 

problem. Je trouve q
u
e
 vous ne p

o
u
v
e
z
 

(pas) 
mettre en 

dessous 
d
e
 m
a
 photo
《architecture

universelle
》,

parce 
q
u
e
 la 
composition 

est 
faite 
p
o
u
r
 
u
n
e
 piece 
de 
la 
vieille 

architecture. C
a
 aura[it] 
ete bien si 

nous avions e
u
 le 
t
e
m
p
s
 de faire 

u
n
 
projet 
ensemble, 

c.a.d. 
v
o
u
s
 !'architecture 

d'une 
c
h
a
m
b
e
r
 et 

moi les 
couleurs.", 

M
o
n
d
r
i
a
a
n
 correspondentieproject. 70, 

v
a
n
 Piet 

M
o
n
d
r
i
a
a
n
 aan Alfred Roth, nr.280633. 

（
怠
"
M
o
n
d
r
i
a
n
w
a
s
 n
e
v
e
r
 finished 

with a
 painting, 

w
h
i
c
h
 further 

proves that he h
a
d
 no predetermined compositional ideas. H

e
 w
o
u
l
d
 

change a
 painting over a

n
d
 over again 

and he 
loved 
to 
s
h
o
w
 t
h
e
m
 

to 
his 
friends 
(such 
as 
H
a
n
s
 Richter, 

and M
o
h
o
l
y
-
N
a
g
y
 w
h
e
n
e
v
e
r
 

IOI 



he 
c
a
m
e
 to 
N
e
w
 Y
o
r
k
 f
r
o
m
 Chicago) 

a
n
d
 
test 
their 
i
m
m
e
d
i
a
t
e
 

reactions." 
("Interview with C

h
a
r
m
i
o
n
 v
o
n
 
W
i
e
g
a
n
d
.
 b
y
 Margit 

Rowell. 
J
u
n
e
 20, 
1971 ". 
Piet M
o
n
d
r
i
a
n
,
 
1
8
7
2
-
1
9
4
4
 :
 Centennial 

Exhibition, 
N
e
w
 York. 1971. p.79.) 

(oo) 
"
H
e
 often 
asked 
us 
to 
cross over to 

his 
studio 
a
n
d
 discuss 
the 

latest 
work. Again. this w

a
s
 done with the utmost grace of thought 

a
n
d
 m
o
v
e
m
e
n
t
.
"
,
 
("Mondrian 

in 
L
o
n
d
o
n
"
.
 Studio 
International. 

vol.172. 
no.884. London, 1966, Dossiers documentaries, M

o
n
d
r
i
a
n
 Piet 

[DOSSIER]. BK.) 

（認）
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"Et 
entre-temps, 

j'ai 
toujours 

r
e
n
o
u
v
e
l
e
 
J'atelier 

d
e
 
sorte 

que. 
m
a
i
n
t
e
n
a
n
t
.
 
ii 
m
'
e
s
t
 
a
s
s
e
z
 
supportable.", 

M
o
n
d
r
i
a
a
n
 

correspondentieproject, 70, 
v
a
n
 Piet 
M
o
n
d
r
i
a
a
n
 aan Alfred 

Roth. 

nr.311032. 

（窃）
1
~
1
兵

~~a:r::,
く
mt:!-¥-',ヽ

::,,_;:--f--.,、
全ヽ
.£11"'I'--,ヽ

・
ユ
む
—
灼

!'-~I"'~~

ャ
e
器
芸
全
心
0
Joosten. op. cit., 

p.271. 

(~
) 
I¥', ヽ
::,,_;:--!'--;、全心ロー

..L{ま
ギ
コ
匡

1~!!!11
母
十
匹

111
1
 m'
R
K
D
.
 

"Je 
suis 
u
n
 p
e
u
 e
n
 retard 
de 
v
o
u
s
 repondre: c'est a

 cause 
d
u
 

travail 
:
 je 
suis 
occupe d
e
 nouvelles 

recherche 
en 
peinture, 

avec 

des lignes 
doubles. 
Ainsi j冶
carte
un p
e
u
 le 
noir. 
ce 
q
u
e
 j'aime 
de 

moins e
n
 moins.". 

M
o
n
d
r
i
a
a
n
 correspondentieproject. 70. 

v
a
n
 Piet 

M
o
n
d
r
i
a
a
n
 aan Alfred Roth. nr.311032. 

啜
）
I¥', ヽ
:
:
,
,
_
;
:
-
-
ド
'
、
全
心
卜
↑
丑
尽
竺
要
I
兵
11111
母
+1lw:::111

J
m
'
R
K
D
.
 

"
M
a
a
r
 vooreerst h

e
b
 ik 
w
e
e
r
 geen 
tijd 
w
a
n
t
 ik 
b
e
n
 m
e
t
 nieuwe 

recherches 
bezig: 
d
o
e
k
e
n
 m
e
t
 doubbele lijnen, 

w
a
a
r
d
o
o
r
 ik 
een 

grootere helderheid bereik.", 
M
o
n
d
r
i
a
a
n
 correspondentieproject, 63, 

v
a
n
 Piet Mondriaan aan J,J.P.Oud. nr.221232. 

苺
）
＂
《
L
o
r
s
q
u
e
M
o
n
d
r
i
a
n
 
venait 
chez 
moi, 
ii 
s'asseyait 

le 
dos 
au 

chevalet. 
p
o
u
r
 n'avoir 
pas a
 do
n
n
e
r
 d'opinion 

sur 
m
e
s
 ceuvres
》.

raconte Cesar Domela, qui fete 
ses 90 ans. 

II 
sourit. 
car 
sa 
grande 

admiration 
p
o
u
r
 le 
theoricien 

de 
!'angle 
droit 
l'avait 
conduit, 
u
n
 

m
o
m
e
n
t
.
 a
 suivre 
ses 
traces. 
C'etait 
vers 
1925. 
M
a
i
s
 chaque artiste 

doit 
trouver 
sa 
propre voie." 

("Cesar Domela", L'express Paris, 
30 

mai -5 
avril, 
1990. 
Dossiers documentaries. D

o
m
e
l
a
 Cesar [DOSSIR]. 

BK.) 

(be) 
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和
；
如
窒

~!iia
『
珀
-
~
~
~
活
S
口
~
:
.
-
<
O
,
C
'
,
J
〇

<i:1-:l;:::'. 
(゚::--』宝
=:!¥;:ii
忠
海
ご

I~
 ぐ
＜
忘
IIH
く
濫゚

啜
）
阻ヽ
::,._::-,
ド
、
全
心
卜
令
..t..;尽
白
芦

I~
II H=i
母
+m::
苔
FC.

"Al 
e
e
n
 m
a
n
d
 bijna 
dat 
ik 
je 
wil 
schrijven. 

D
e
 Vantongerloo 

ging begin Sept. 
w
e
g
 en sinds 

b
e
n
 ik 
m
e
t
 het 
atelier 
o
p
k
n
a
p
p
e
n
 

bezig. Je zon't 
n
u
 niet 
herkennen. alles 

h
e
b
 ik 
over geschilderd etc 

W
a
s
 wel 
noodig n
u
 en zooveel 

belangstellende 
lui 
uit't 
buitenland 

vooral komen.", Collectie v
a
n
 de kunstenaarsbrieven, Pieter Cornelis 

M
o
n
d
r
i
a
a
n
 (1872-1944). 1972-A.418. 

（要）
V
A
N
 D
O
E
S
B
U
R
G
.
 Nelly. 
"
S
o
m
e
 M
e
m
o
r
i
e
s
 of 
Mondrian", Piet 

Mondrian, 
1
8
7
2
-
1
9
4
4
 :
 Centennial Exhibition, 

N
e
w
 York, 
1971. 

pp.69-70. 

（呂）
"I 
s
u
p
p
o
s
e
 the 
s
a
m
e
 thing h
a
p
p
e
n
e
d
 w
h
e
n
 h
e
 m
o
v
e
d
 to 
the 

United States. 
W
h
a
t
e
v
e
r
 its 
deeper psychological 

motivation. 
this 

habit 
reflected 

Mondrian's 
great 
wish 
to 
b
e
 a
 part 
of 
the 
social 

environment in 
w
h
i
c
h
 h
e
 w
a
s
 living. 
In 
his 
life 
at 
least. 
M
o
n
d
r
i
a
n
 

sought to 
be a
 part of the contemporary world, w

h
i
c
h
 in 
the 
1920s 

to 
us all 
m
e
a
n
t
 Paris". Ibid .. 

p.70. 

は）
"
E
v
e
n
 the 
m
o
s
t
 abstract art 

does not arise 
from an inner source 

alone. 
A
s
 in 
all 
art. 
its 
origin 
is 
in 
the 
reciprocal action 

of the 

individual a
n
d
 environment a

n
d
 it 
is 
inconceivable 

without feeling." 

(Mondrian. 
"Liberation 

from Oppression in 
Art a
n
d
 Life", 
H
o
l
t
z
m
a
n
 

a
n
d
 James. op.cit .. 

p.327.) 

（笞）
"
D
i
f
f
e
r
e
n
c
e
s
 
of 
p
l
a
c
e
 
a
n
d
 
r
a
c
e
 
m
a
y
 p
r
o
d
u
c
e
 
different 

representations. 
but 
the 
content of 

A
r
t
 is 
always identical. 

T
h
e
 

N OT 



increasing m
i
x
t
u
r
e
 of 
the 
races 
a
n
d
 progressively 

developing 

communication a
n
d
 technics has been fertile 

for h
u
m
a
n
 culture. T

h
e
 

metropolis with 
its 
internationalism. 

on the 
top 
[at 
the 
apogee] of 

h
u
m
a
n
 culture. 
proves the 

truth of 
this.", 
(Mondrian. 

"[A 
Folder of 

Notes)". Ibid., 
p.369.) 
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